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Copyright 2014. Pyramid Innovation Ltd. All rights reserved. 
Pyramid Innovation Ltdは、ISO 9001:2015認定済みの企業で

す。「Pyramid Innovation Ltd」は、Pyramid Innovation Ltdの
商標名です。 

その他すべての商標はPyramid Innovation Ltdおよびその子会

社の資産です。 

Pyramid Innovation Ltdは、同社が刊行するサポート資料に含ま

れる情報が正確かつ明確に記載されていることを保証するため

にあらゆる努力をしますが、いかなる誤りまたは省略について

も責任を負いません。Pyramid Innovation Ltdの製品およびサー

ビスの開発は継続して行われます。参照用の公開情報が最新の

ものであり、製品の状態に関連していることを確認してくださ

い。必要な場合は、Pyramid Innovation Ltdまたは現地のPyramid 
Innovation Ltd担当者にお問い合わせください。 

Pyramid Innovation Ltdの書面による事前の同意なしに、本マ

ニュアルの全部または一部をコピー、写真複写、複製、翻訳

、または他の電子機器または機器で読み取り可能な形式に変

換することはできません。 

本マニュアルに含まれるすべての情報は占有情報および機密

情報であり、Pyramid Innovation Ltdの独占的財産です。本マ

ニュアルは著作権により保護されており、複製は禁止されて

います。本マニュアルは、Pyramid Innovation Ltdから使用を

許可された個人のみが使用するためのものです。 

本機器は以下の基本要件に適合します。 

• 欧州低電圧指令（European Low Voltage Directive
）2006/95/EC 

記号 
本機器および本文書では、次の記号および慣行を使用

することがあります。 

この記号は、本機器または本文書内で使用されて

おり、安全で正しい操作のために指示に従う必要

があることを示します。この記号が機器に表示さ

れる場合は、常にオペレーターガイドを参照して

ください。 

この記号は、有害な化学物質が機器で使用されて

いることを警告するために、本機器または文書で

使用されます。使用する化学物質については、製

品安全データシートを参照してください。常識に

従い、現地の実験室の検査手順に注意して行動し

てください。適切な予防措置を講じてください。 

 

メーカー 

人身傷害もしくは機器またはサンプルの損傷の危険が

ある場合は、本文書中で警告が示されます。 

注記 

注記には、ジョブまたは指示に関する捕捉情報が提供

されていますが、指示の一部を構成するものではあり

ません。 

連絡先 

 

Pyramid Innovation Ltd 

Unit E4 Chaucer Business Park, Dittons Road 

Polegate, East Sussex, BN26 6QH, UK 

 

電話番号： +44 (0) 1323 406650 

Webサイト：www. pyramidinnovation.com 

販売代理店 
Shandon Diagnostics Limited（Eprediaの商号で取引します） 

Tudor Road, Manor Park, Runcorn 

Cheshire, WA7 1TA, UK 

 

電話番号：+44 (0) 1928 534 000 

Fax +44 (0) 1928 534 001 

Webサイト：www. epredia.com. 
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EMC 適合宣言書 
本装置は、EN 61326-1:2013の放射および電磁波

耐性要件を満たします。 

本装置は、CISPR 11クラスA向けに設計、検査さ

れています。 

本装置は、訓練を受けた有資格の専門家による実

験室環境での使用を目的としています。家庭環境

では無線干渉を引き起こす可能性があるので、家

庭環境で使用する場合は、干渉を緩和するための

対策を講じる必要があります。 

強い電磁放射が適切な動作を妨げる可

能性があるため、本機器は強い電磁放

射の近くで使用しないでください。本

装置を操作する前に電磁環境を評価す

る必要があります。 
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安全に関する情報 
はじめに 
Pyramid Innovation Ltd製の機器は、有用かつ信頼

できるサービスのために設計されています。ただ

し、ユーザーが不適切に使用したり取り扱ったり

すると、機器が損傷したり健康を害したりする可

能性があります。 

問題や質問がある方は、Eprediaのサービス部門

にお問い合わせください。 

以下のセクションには、本機器の安全

なセットアップと使用に関する重要な

情報が含まれており、使用前に読んで

理解する必要があります。 

一般的安全性 
本機器は、納入時点で、IEC61010-1：
2010に準拠しています。ただし、化学

物質の追加は潜在的な危険をもたらし

ます。これらの化学物質を取り扱う際

には、適正な実験室内の慣行を採用し

、危険の可能性を考慮しなければなり

ません。 

特別な指示がない限り、パネルやアク

セスカバーを取り外さないでください

。ユーザーは本機器の部品を修理して

はいけません。本機器の内部には、致

命的となる恐れがある電圧がかかって

います。 

本機器は、付属の電源アダプタと着脱

式の電源コードを使用して、主電源に

のみ接続します。交換用の電源アダプ

タについては、お近くの販売店にお問

い合わせください。 

本機器は、メイン入力電源を介して適

切な接地（アース）配線しておき、ソ

ケットからプラグを取り外すことで主

電源を遮断できるように配置する必要

があります。 

本機器の内部部品については、工場で

承認されたアクセサリまたは交換部品

のみを使用してください。 

本機器がPyramid Innovation Ltdが指定

する使用方法に従わず使用されると、

本機器に備わっている保護機構が損な

われる可能性があります。 

問題や質問がある方は、ご利用の

Epredia販売代理店にお問い合わせくだ

さい。 

一貫したパフォーマンスを発揮させる

ために、必ず正しいメンテナンス作業

を行ってください。そのために、当社

サービス部門とのメンテナンス契約を

結ぶことを推奨します。 

必要なメンテナンス作業またはサービ

スは、訓練を受けた者のみが実行でき

ます。 

本機器は、直射日光が当たらない適切

な水平の場所に置いてください。 

お手入れの際は、本操作ガイドで推奨

される洗浄剤のみを使用してください

。 
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化学物質の取り扱いに関する
安全規則 
化学物質を使用すると、潜在的な危険が生じます

。Pyramid Innovation Ltdでは、実験室で使用され

る揮発性化学物質の対象に関して次の立場を取り

ます。 

有害な化学薬品や溶剤を使用して本機

器を清掃しないでください。 

作業者は、使用する化学物質の特性を

詳述する仕様書の内容を完全に認識し

てください。 

作業者は、使用する化学物質の法的に

必要な評価を実施し、優れた実験室の

慣例を実践してください。 

環境 
本機器は、欧州連合における電気電子機器廃棄物

（WEEE）のDirective 2012/19/EUに準拠する必要

があります。このことは、以下の記号で示されま

す。 

 

製品寿命の終了時に、現地の規制に従ってリサイ

クルする必要があります。交換品が購入された場

合、自治体の回収施設または小売店に返却できる

場合があります。該当する場合、その施設は製品

販売店によって指示されます。 

上記の指令に対するPyramid Innovation Ltdの準拠

の詳細、お住まいの国のリサイクル業者、および

RoHS指令の対象物質の検出に役立つPyramid 
Innovation Ltd製品に関する情報は、販売代理店

で入手できます。 

 

保証宣言書 
Pyramid Innovation Ltdは、自社製品の品質、信頼

性および販売後のサービス提供が優れていると自

負します。弊社はお客様へのサービスの改善に継

続的に努めています。 

本機器を最適な動作状態に維持するのに役立つサ

ービス契約については、販売代理店にお問い合わ

せください。 

国および地域の法律の違いに応じて、保証規定は

必然的に異なります。詳細情報は納品書を読むか

、ディーラーまたは担当者から入手できます。 

以下の場合は保証が無効になる場合がありますの

でご注意ください。 

• 本機器に何らかの改造が施されている、もし

くは Pyramid Innovation Ltd が意図する方法

以外で使用されている。 

• Pyramid Innovation Ltd が承認していないアク

セサリおよび試薬が使用されて 
いる。 

• 本機器が説明に従って操作または保守されて

いない。 

• Epredia が認定する担当者により本機器の設

置作業が行われなかった。 
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本ガイドの使用方法

はじめに 
本プリンタは、有色フロスト付き実験用グラスス

ライドに直接印字するように設計されています。

操作者は、印字する情報の精度を確認する責任を

負います。 

 

推奨品以外のスライドを使用すると、本機器に修

復不能な損傷が生じる可能性があります。推奨さ

れるスライドの一覧については、付録Aを参照し

てください。 

装置の配置 

設置位置が本機器に適した環境であることを確認

してください。本機器は、必ず安定した平面の、

台の端から離れた場所に配置してください。 

推奨される清掃方法 

水分を含んだ柔らかい布またはペーパータオルに

中性洗剤を付けて汚れを拭き取ってください。 

操作を始める 

開梱から実験用スライドを印字するまでの手順を

説明します。 

プリンタの操作 

スライドの作成と印字の手順を説明します。 

 

プリンタの構成 
様々なプリンタ設定と構成オプションについて 
説明します。 

操作を始める 
適切な主電源コードを電源アダプタに接続し 
ます。 

丸型24Vプラグをプリンタ背面の電源ソケットに

差し込みます。 

電源コードのプラグを壁ソケットに差し込みます。 

プリンタの背面にある電源スイッチを「ON」に

切り替えると、プリンタの電源が入ります。 

内部メカニズムが正しく動作していることを確認

する初期化プロセスをプリンタが実行するのを待

ちます。 
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第 1 章 – 設置とセットアップ
部品の特定 
下の図は、SlideMate Proの各構成部品を示してい

ます。 

 

A ホッパー（左側） 

B ホッパー（右側） 

C タッチディスプレイ 

D スライド回収シュート 

E 主電源アダプタ 

F バーコードスキャナ 

G 接続部および入力電源 

背面パネルおよび接続部 

本プリンタの背面には、24v DC電源アダプ

タを含む接続部が複数付いています。 

信号接続は、IEC 61010-1の条項6.3の要件ま

たはIEC 60950-1、2014のSELV要件を満た

す機器への接続にのみ適しています。 

 

右側に押すと電源がオンになります

。左側に押すとプリンタの電源がオ

フになります。 

供給された電源アダプタまたは指定

の24v電源アダプタにのみ接続して

ください 

外付けキーボードまたはUSBドライ

ブに接続するためのUSB 2ポート 

プリンタ制御式アクセサリの接続に

使用 

Windowsドライバーを実行している

PCにプリンタを接続するために使用 

プリンタをPCまたはネットワークポ

イントに接続するために使用。 
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スキャナ 
バーコードスキャナはスライドプリンタの左前

端の下に取り付けられており、スキャナの使用

中は目の保護を必要としない特別なLED光源を

使用します。スキャナには、スキャン機能と照

明を作動させる特別なモーションセンサーが付

いています。 

センサーが一定期間作動しないと、照明は消灯し

、スキャナの下の領域が暗くなります。スタンバ

イモードの場合、モーションセンサーは領域の読

み取りを継続し、設定に応じて終了します。 

スキャナは、デフォルトでDataMatrixコード、

QRコード、Code128バーコードを読み取るよう

にプログラムされています。また、他のコードの

読み取りを有効にすることもできます。詳細につ

いては、お近くの販売店にお問い合わせください 

プリンタの操作 

プリンタは、プリンタディスプレイに現在表

示されているスライドラベルイメージを印字

するように設計されています。ユニットの前

面には、高解像度タッチスクリーンディスプ

レイがあります。ユニットを操作するには、

画面の特定の領域を押してボタンと機能を有

効にします。これらの機能は分かりやすいよ

うにデザインされています。 

バーコードスキャナは、プリンタの左前隅に

内蔵されています。スキャナは動作を検知す

ると起動し、薄い緑色のバー照明をテーブル

表面に投影します。このバーは、バーコード

からプリンタソフトウェアにデータを読み込

むためにバーコードを配置する領域を示す

LED照準器です。紙または他のオブジェクト

に印刷したバーコードを、デコード処理のた

めにスキャナーの下に置くことができます。

バーコードスキャナは特定の記号のみを意図

的に読み取ります。デフォルトでは、

DataMatrix、QR、およびCode128がデコー

ド処理されます。 

 

 

スライドを印字する前に、ホッパーにスライ

ドを入れる必要があります。承認されている

種類のスライド一覧は、本オペレーターガイ

ドの後半に記載されているのでそちらを参照

してください。 

スライドは、ホワイトライティング面を上に

、ユニットの背面側に向けてセットしてくだ

さい。スライドが正しく装填されると、ホッ

パー内に水平に入ります。ホッパーの両側に

は、装填を容易にするフィンガースロットが

あります。 

プリンタの作動中はスライドを装填しないで

ください。 

スライドを印字するには、表示されているス

ライド画像のクリア領域で[実行]ボタン（▶）

を押します。 

 

スライドを印字する前に、スライド

ドアが閉位置になっていることを確

認してください。 
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内蔵ソフトウェアを使用すると、以下の操作が可

能です。 

• 個々のスライドの印字  

• 複数枚のスライドのシーケンス作成と 
印字  

• スライドデータの編集  

• スライドの印字に使用する温度の変更 

様々なフォントとバーコードタイプを選択するこ

とで、オリジナルのテンプレートをデザインでき

ます。 

• 自動的に増分するようにフィールドを 
設定  

• スキャンされたバーコードまたは LIS 入力か

らデータを受信するためのセットアップテン

プレート  

• スライドシーケンス内のスライドの編集と削

除  

• スライドシーケンス内のスライドを個別に印

字  

• スライドシーケンスを再利用のためにプロト

コルに保存  

SlideMate Proは、以下の入力手段によるスライド

を印字することができます。 

• 外部ソフトウェアまたプログラムを使用して

デザインしたラベルイメージ  

• 必要なデータをキャプチャするためにスキャ

ナを使用する、内部でデザインしたラベル  

• LIS または外部ソースが元のデータファイル

を使用する、内部でデザインしたラベル  

 

 

リボンメーター 

[リボンメーター]アイコンは、プリンタのステー

タスバーにあります。このメーターは、供給スプ

ールに残っているリボンのおおよその長さを示し

ます。リボンメーターには3種類の表示がありま

す。供給状態が満杯～残量低下の間の場合は、表

示は緑色になります。残量が低下と、黄色のバー

が2本表示されます。残量がなくなりかけると、

赤色のバーが1本表示されます。 

リボンの交換 

初期状態のプリンタには、SlideMate Pro内に事前

に装填されているリボンが1つ付属しています。

新しいリボンが必要になるまでに、リボンは約

12,000枚のスライドを印字できます。 

 

 

芯が赤色の正しいリボンのみを使用してください

。リボンが正しい向きで装填されるように、リボ

ンの赤い芯の面が外側を向いていることを必ず確

認します。他のプリンタリボンを使用すると、ス

ライドプリンタが損傷したり、スライドラベルID
が読み取れなくなる可能性があります。Pyramid 
Innovation Ltdの熱転写リボンで使用されるインク

は、アルコールとキシレンを含む標準的な実験で

使用される化学物質に耐性があります。リボンを

交換するには、古くなったリボンとスプールを取

り外します。次の図に示すように新しいリボンを

取り付け、プリンタに送給します。 
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A リボンマット側 

B スライドドア 

C リボンガイドピン 

D 印字ヘッド 

E 回収スプール 

F 供給スプール 

スライドの装填 

SlideMate Proは2つのオンボードスライドホ

ッパーと1つの手動装填位置を選ぶことがで

きます。使用前に、2つのオンボードスライ

ドホッパーにスライドを装填する必要があり

ます。 

スライドホッパー1つに約72枚のスライドを

装填することができます。スライドをホッパ

ー上部よりも高く積み重ねないでください。

高く積みすぎるとスライドが上部から落ちる

可能性があります。スライドホッパーは

SlideMate Proの上部に取り付ける必要があ

ります。2つのスライドホッパーは同じ形状

をしており、プリンタの左側と右側に配置で

きます。ホッパーの2つの平面には、正しい

方向を示す「L」と「R」のマークが付いて

います。 

「L」が前方を向いている場合、ホッパーを

左のディスペンス位置に取り付けることがで

きます。「R」が前方を向いている場合、ホ

ッパーを右のディスペンス位置に取り付ける

ことができます。 

 

  

左 パ  右 パ  
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スライドをホッパーに装填する方法は以下の通り

です。 

注記 

スライドを取り扱うときは手袋を装着し、十分に

注意して取り扱ってください 

注記 

組織切片が載ったスライドを装填することは推奨

されません 

1. スライドを約 10 枚取り、スライドの塗装

された端が上を向くようにします。 

2. 下の画像のように積み重ねたスライドに角

度を付けて傾けます  

 

3. 白い端部が最初にホッパーの底部に接触す

るように、積み重ねたスライドを少し下に

角度を付けて降ろしていきます。スライド

の色の付いた部分がホッパーの背面になり

ます。このとき、書き込み面は上になって

います。スライドがホッパーの底に接触し

たら、スライドを放します。ホッパーに対

して水平になるはずです。 

4. ホッパーが一杯になるまで、必要に応じて

スライドを追加します。スライドをホッパ

ーの上部よりも高く積み重ねないように注

意してください。 

 

 

スライドの選択 

スライドの選択は、印刷されたスライドラベル

の印字品質を決定する一番重要な要素であるた

め、鍵を握っています。平らで滑らかなスライ

ドは、スライドの塗装端に凹凸が付いたスライ

ドや粗い表面仕上げが施されたスライドと比べ

て、非常に良好に印字されます。顕微鏡スライ

ドのメーカーは、熱転写プリンタで他のスライ

ドタイプよりも優れたスライドタイプを持って

いる場合があります。 

本操作ガイドには、SlideMate Proでの使用が検査

済みであり承認を受けたスライドの一覧が記載さ

れています。SlideMate Proプリンタでの使用が承

認されているとして本マニュアルに一覧表示され

ていないスライドを使用することは可能ですが、

エンドユーザーが印字品質を検証する必要があり

ます。 

すべてのスライドメーカーは、バッチごとに、そ

して多くの場合一年中、一定水準で表面の変化を

確認することになります。この表面の変化は、印

字品質やスライドの貼り付きに影響を与える可能

性があり、分配時に分離が難しい場合があります

。何らかのスライドの問題が発生した場合は、解

決のためにスライドのメーカーに報告する必要が

あります。 
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第 2 章 – メインユーザーインターフ

ェース
ユーザーモード – 新規ユ
ーザーの追加 

プリンタの電源がオンになるとユーザーモードが

有効になり、1名の管理者ユーザーが表示され 
ます。 

新規ユーザーを追加するには 

• [設定]ボタンを押します  

 

• [ユーザー]ボタンを押します 

 

 

• [+]ボタンを押します  

 

• ユーザーのファーストネームを入力する前に

、テキスト「User_00」を削除します。 

• キーを押してユーザーのファーストネームを

入力します  

• 入力を完了したら[チェック]ボタンを押しま

す 
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• 姓を選択し、正しい情報を入力します  

• イニシャルを選択し、正しい情報を入力しま

す  

• PIN を選択して PIN 番号を入力します（各ユ

ーザーPIN は一意のものである必要がありま

す）  

• 必要に応じてスキャンコードを入力します。

このコードは、コードを含むバーコードがス

キャンされたときにユーザーを自動的にログ

インまたはログアウトするために使用されま

す  

• [チェック]ボタンを押してから、[ホーム]ボタ

ンを押します  

注記 

スキャンコードは、スライドラベルの作成で決し

て使用されない文字の列である必要があります 

 

 

ユーザーログイン 
システムにログインするには 

• 正しいユーザーを選択してパスコードを入力

します  

 

• 正しいパスコードを入力します  

• [チェック]ボタンを押します  

• 正しいコードが入力されると、ホーム 
画面が表示されます。間違ったコードが入力

されると、ユーザー画面が表示されます。 
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システムが印字に使用できるようになりました。

他のユーザーを入力するには、ユーザー追加のス

テップを繰り返します。 

注記 

システムが正常に動作するには、各ユーザーのイ

ニシャル、パスコード、およびスキャンコードが

一意である必要があります 

システムからログアウトするには、[ホーム]ボタ

ンを押してください。システムでログオンタイム

アウトを使用するように設定している場合、プリ

ンタは設定された時間後に自動的にログアウトし

ます。ログオンタイムアウトがなしに設定されて

いる場合、ユニットは自動的にユーザーをログア

ウトさせます。 

 

スキャンコードを使用してシステムにログイン

するには、正しいスキャンコードが埋め込まれ

たバーコードをスキャンするだけです。このコ

ードがスキャンされると、ホーム画面が表示さ

れます。 

ホーム画面に戻ったら、バーコードを再度スキャ

ンするとユーザーがログアウトされ、ユーザー画

面が表示されます。 

 

 

ユーザープロパティ 
[ユーザープロパティ]メニューを使用して、シス

テムが使用する設定を設定できます。[ユーザー

プロパティ]メニューにアクセスするには： 

• [設定]ボタンを押します  

• [ユーザー]ボタンを押します  

• [設定]ボタンを押します  

• [ユーザープロパティ]メニューが表示される

はずです  
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ユーザー制御 

ユーザーモードを無効にするには、ユーザー制

御の隣にあるチェックボックスを外します。 

 

ログオンタイムアウト 

ログオンタイムアウトを設定するには、[ログオ

ンタイムアウト]ボタンを押し、希望する時間を

選択します。この時間が設定されていると、ユー

ザーが一定時間操作しないと自動的にログアウト

します。 

 

ユーザーがログインすると、プリンタはスライド

の印字の準備が整います。デフォルトのテンプレ

ートが表示されます。 

 

ホーム画面 
ホーム画面は、スライドプリンタの状態の表示、

スライドラベルの作成、および印字の制御に使用

されます。 

A. プリンタのステータスバー  

ディスプレイ上部のバーには、プリンタのステー

タスが表示されます。 

準備完了  

プリンタは印字の準備が整ってい 
ます。 

 

稼働中  

プリンタは印字中または取り込み中 
です。 

 

リボン残量を示します。 

 

B. [ホーム]ボタン  

ホームバーはすべてのソフトウェア画面に表示さ

れます。このバーを押すと、どの画面からでもホ

ーム画面に戻ります。ホーム画面で押すと、現在

のユーザーはログアウトし、ユーザーログイン画

面が表示されます。 

C. スキャナバー  

スキャナバーには、統合型スキャナを使用してス

キャンしたデータまたは画面キーボードに入力し

たデータが表示されます。キーボードを使用して

このボックスにデータを入力するには、スキャナ

ボックスを押してキーボード入力モードを開き 
ます。 

注記 

スキャナボックスにデータが含まれている場合は

、Windowsドライバーから送信される画像は印字

キューに表示されません。 

D. [テンプレート]  

スライドに印字されるデータを表示します。ラベ

ルを編集するには、テンプレートの中間をタッチ

します。 
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E. [実行]ボタン  

[実行]ボタンを押すと、印字プロセスが開始し 
ます。 

F. [イジェクト]ボタン  

下矢印を押すと、スライドの取り出しシーケンス

が開始します。 

G. スライドディスペンスバー  

これらのボタンを押すと、入力選択が有効になり

ます（左ホッパー、手動ロード、または右ホッパ

ー）。 

H. 設定バー  

設定バーのボタンは、使用可能な機能に基づいて

変わります。操作または操作を許可または禁止す

るために画面または情報が変更されると、ボタン

が自動的に追加または削除されます。ボタンにつ

いては、本操作マニュアル全体でさらに説明しま

すが、一般的なボタンは次のとおりです。 

[チェック]ボタン。このボタンは[確認]
または[OK]と呼称されることもありま

す。ボタン押すと、変更が保存される

かプロセスが確認されます。 

[キャンセル]。このボタンは現在のアク

ションをキャンセルします 

[設定]。このボタンを押すとソフトウェ

アアイテム内の [設定 ]メニューを開き 
ます 

[ゴミ箱 ]または [破棄 ]。このボタンを 
押すと、選択したアイテムを削除でき

ます 

[編集]。このボタンを押すと、ユーザー

は選択したアイテムを編集できます 

I. ステータスバー  

時間とテンプレートなどのステータス情報を表示

します。 
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スライドの印字 
SlideMate Proは、スライドをオンデマンドで印字

するように設定されます。表示されるラベルは、

スライドに印字される内容を示します。このセク

ションは、スライドが印字キューに配置された方

法に関係なく、スライドの印字に適用されます。 

スライドを印字するには、[ホッパー]ボタンまた

は[実行]ボタンを押します。これらのいずれかを

押すと、スライドのディスペンスと印字が開始さ

れます。ユーザーインターフェースは、最小限の

キー入力でプロセスを実行できるように設計され

ています。アクティブなホッパーには、アクティ

ブな[ホッパー]ボタンに[チェック]ボタンが表示さ

れます。以下の画像内では、ホッパー（右側）の

選択内容が示されます。[実行]ボタンを押すと、

スライドがスライドホッパー（右側）からディス

ペンスされます。 

 

スライドディスペンスバーの操作 

スライド入力バーの3つのボタンは、左、右、お

よび手動のスライド入力位置を表します。3つの

ボタンのいずれかを押すと、対応する位置からデ

ィスペンスプロセスが開始されます。 

左ホッパーボタンを押すと、左ホッパーからスラ

イドが排出され、左ホッパーがアクティブな位置

になります。 

[中央ホッパー]（手動ディスペンス）ボタンを押

すと、ディスペンスアームが中央に移動し、ディ

スペンス位置まで上昇し、手動ディスペンスがア

クティブな位置になります。 

[右ホッパー]ボタンを押すと、右ホッパーからス

ライドがディスペンスされ、右ホッパーがアクテ

ィブな位置になります。 

 

 

[実行]ボタンを押すと、キュー内のすべてのスラ

イドがアクティブなホッパー位置からディスペン

スされます。 

何らかの理由でプリンタがスライドを分配できな

い場合、エラーメッセージボックスがメイン画面

に表示されます。エラーメッセージは、一般的な

ディスペンスエラーと、ユーザーが機器を回復で

きるようにする指示とボタンを定義します。 

エラーの説明に注意し、画面上の指示に従ってく

ださい。スライドの詰まりが発生した場合、ユー

ザーに[復旧]ボタンを押す前に詰まりを直すよう指

示するメッセージが表示されます。障害物を取り

除き、[復旧]ボタンを押すと、プリンタに操作を続

行する方法が指示されます。何らかの理由でスラ

イドプリンタを復旧できない場合は、プリンタを

復旧するために電源を入れ直す必要があります。 

 

左または右キーを押すと、ユニットがリセットさ

れ、左または右のホッパーからディスペンスされ

ます。[キャンセル]ボタンを押すと、ユニットが

リセットされ、ユーザーの指示を待つ間アイドリ

ング状態になります。 

印字プロセスの実行後に、ディスペンスエラーと

印字エラーが発生する場合があります。その場合

、プリンタは、ラベルが完全に印字されているか

どうか不明になります。印字をクリアするとき、

またはディスペンスエラーが起きた時は、同じス

ライドデータで2回目の印字をしないように注意

する必要があります。スライドラベルが正常に印

字されたら、[キャンセル]ボタンを押して、重複

するラベルがないかキューを検査してクリアする

必要があります。 
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スライドの一括印字 

注記 

SlideMate の出力シュートは最大 10 枚のスライ

ドを保持します。 

10枚以上のスライドを一括印字する場合は、10枚
目に出てくるスライドを取り出す必要があります

。本機器は、スライドが10枚出た後に自動的に出

すのを停止する機能は備わっていません。 

複数のスライドがキューにある場合、ラベル選択

または印字順序は、メイン画面の左矢印および右

矢印ボタンを使用して変更できます。 

  

スライドを左に移動 スライドを右に移動 

  

1枚のスライドを移動 全てのスライドを移動 

 

 

スライド矢印を1回押すと、1枚ずつスライドが

キューの左側に移動します。プリンタは常に最初

に前面のスライドを印字し、次にすべてのスライ

ドが印字されるまで右側に進み続け、次に左側を

印字します。 

 

 

逆順で印字する 

操作者は、キューに送信されたのと逆の順序でキ

ュー内のスライドを印字することを選択でき 
ます。 

逆順で印字するには、スライドバッチを作成し、

[すべてのスライドを左に移動]ボタンを押してか

ら、印字を開始します。 

スライドが印刷されると、最初に命令されたスラ

イドは、スライドコレクションのスタックの一番

上になります。 
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スライドキュー数量 

ホーム画面の上部中央に表示される

数字は、キュー内のスライドの総数

とそのキュー内の前面スライドの位

置を示します。 

キュー内のスライドの削除 

スライドがキューに入ると、個々のスライドまた

はすべてのスライドをキューから削除できます。

すべてのスライドを削除するには、[X]ボタンを

押してスライドのキュー全体を削除します。 

このボタンを押すと、キュー内のすべ

てのサイドが削除されます。 

 
個々のスライドを削除するには、[ごみ箱]ボタン

を押します。このボタンを押すと、前面のスライ

ドのみが削除されます。削除するスライドは、[
ごみ箱]ボタンを押す前に前の位置に移動する必

要があります。 

[ごみ箱]または[破棄]。このボタンを使

用すると、ユーザーはキューのフォン

トでスライドを削除できます。 

スライド出力は10枚のスライドのみを保持する

ことに注意してください。10枚を超えるスライ

ドを一括印字するときは、スライドが回収シュー

トの上部を流れないように、タイムリーにスライ

ドを取り外すように注意する必要があります。 

 

[設定]メニュー 

 
[ホーム]ボタン 
 

任意の画面で[ホーム]ボタンを押すと、変更が保

存され、メインの印字画面が表示されます。ホー

ム画面が表示されているときに[ホーム]ボタンを

押すと、ユーザーは自動的にログアウトされ、ユ

ーザーログイン画面が表示されます。 

 
[戻る]ボタン 
 

ボタンを押すと、変更が保存され、[以前のソフ

トウェア]メニューが表示されます。 

 

[設定]メニューアイコン 

[設定]メニューのアイコンのいずれかを押すと、

適切なメニューアイテムが開きます。 
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[概要]メニュー 
 

プリンタのソフトウェアと一般情報に関する情報

を提供します。 

以下を表示します。 

• ソフトウェアのバージョン  

• ファームウェアのバージョン  

• 印字したスライドの総数  

• 機械 ID  

 

 

[日付と時刻]メニュー 
 

時刻と日付を設定するには、[設定]と[カレンダー]
アイコンを押します。 

 

 

 

プリンタがネットワークまたはPCに接続してい

る場合、[ネットワーク時刻を使用する]設定を使

用することが推奨されます。これを設定すると、

プリンタは実験室内の他のシステムと同期し 
ます。 

ネットワーク時刻を使用するには： 

1. [ネットワーク時刻を使用する]ボックスに

チェックを入れます。 

2. 地域を設定します。 

3. 現在地と同じタイムゾーンの都市を選択し

ます。 

4. [チェック]ボタンを押します。 
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日付と時刻を手動で調整するには： 

地域設定ではUTCを選択し、[ネットワーク時刻

を使用する]のチェックを外してください。 

日付と時刻を調整するには： 

1. 設定を押します。 

2. [日付/時刻]アイコンを押します。 

3. 上下矢印を使用して、正しい値を設定しま

す。 

4. 情報が正しく、画面上部の日付と時刻が正

しく設定されたら、[チェック]ボタンを押

します。 

 

注記 

テンプレート内の日付と時刻のデータは、システ

ム日時を使用します 

 

 

 

[表示]メニュー 
 

スクリーンショット 

これにチェックマークが付いている場合は、ディ

スプレイの左下隅をタッチして、画面イメージを

USBスティックに保存できます。スクリーンショ

ットは任意のソフトウェアメニューから実行でき

ます。 

 

 

 

  

こちらを押すと、画面イメ

ージがUSBドライブに保存
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[インターナショナル]メ
ニュー 

 

言語 

表示言語を変更することができます。 

デフォルトの言語は英語であり、すべてのスライ

ドプリンタは、工場出荷時は英語に設定されてい

ます。 

別の言語を選択するには： 

• [設定]を押します  

• [地球儀]アイコンを押します  

 

 

• [言語]ボタンを押します  

 

• 必要な言語を選択します。 

• [チェック]ボタンを押して[OK]を選択します

。 

• 電源が自動的に切れ、またすぐに再投入され

ると、新しい言語が表示されます。 

• 言語の変更を確認するには、[設定]を押して

メニュー画面に入ります。 
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[キーボード]メニュー 
 

選択した場合、最初に入力した文字は大文字にな

り、その次の入力からは自動的に小文字に切り替

わります。 

選択しない場合、文字入力は大文字のままになり

ます。 

 

外部キーボード – 外部キーボードをスライドプ

リンタに接続することが可能です。外部キーボー

ドは、データを特定のデータエントリボックスに

入力するために使用できます。キーボードの1つ
のモデルのみがスライドプリンタと互換性があり

ま す 。 こ れ は Accuratus の 部 品 番 号 で す 。

KYB500-K82A 

 

 

[ネットワーク]メニュー 
 

ネットワーク設定は、スライドプリンタをネット

ワークとネットワークサービスに接続するのに使

用します。本プリンタは、スライドプリンタの背

面にあるRJ45コネクタを介してネットワークに

接続できます。 

この接続を確立するには、プリンタの電源をオフ

にして、プリンターの背面にあるRJ45接続に標

準のネットワークケーブルを挿入します。 

ケーブルのもう一方の端をローカルネットワーク

接続に差し込みます。 

プリンタの電源をオンにします。スライドプリン

タの電源がオンになり、初期化されたら、[設定]
ボタンを押し、[ネットワーク]ボタンを押すと、

ネットワークIPアドレスが表示されます。 
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[IP アドレス] 

ネットワークに接続するには、IPアドレスを選択

し、 IPタイプDNS（ネットワークが割り当てるIP
アドレス）または固定（ユーザーが割り当てるIP
アドレス）を選択します 

[MAC アドレス] 

スライドプリンタのMACアドレスを表示します 

[名前] 

プリンタ名の変更に使用 – これは、複数のデバ

イスを接続するときに使用され、ホーム画面の下

部にも表示されます 

 

[ハブに接続] 

1つ以上のプリンタをハブに接続するために使用

します（利用不可） 

[データポート] 

ネットワーク（通常は9100）に接続する際に、

特定のデータポートを設定するために使用し 
ます。 

 

 

 

ネットワークへの接続が成功すると、[IPアドレ

ス]というラベルのボックスにIPアドレスが表示

されます。ネットワークはIPアドレスを自動的に

割り当てるように設定されており、DNSが選択さ

れている場合、IPアドレスが表示されます。 

ネットワークが静的IPアドレスを使用するように

設定されている場合、固定IPアドレスを入力する

必要があります。 

 

[ネットワーク]メニューから固定IPアドレスを設

定するには： 

• [IP アドレス]を押します 
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• [固定]を押すと[固定 IP セットアップ]メニュ

ーが表示されます  

 

• [IP アドレス]、[マスク]、および[デフォルト

ゲートウェイ]のフィールドに適切な情報を入

力します。各ボックスがスクリーンキーボー

ドで開きます。正しい情報を入力し、[チェッ

ク]ボタンを押して新しいエントリを確認しま

す。 

• 入力が完了したら、プリンタの電源を入れ直

して IP アドレスをリセットします。 

 

スライドプリンタがネットワークに接続されると

、スライドプリンタは、Pyramid Innovation Ltd 
Windows®プリントドライバー、Pyramid 
Innovation Ltd Hub、NiceLabelまたはその他のLIS
アプリケーション等のラベルデザインプログラム

などのその他アプリケーションから情報を受信す

ることができます。 

 

[プリンタ]メニュー 
 

[インデックステープ] 

リボンを進めます。前進装置が正常に動作してい

る場合、移動は短い距離になります。リボンが長

距離（1 cm以上）移動する場合、前進装置が誤

動作している可能性があります。 

[プリンタのリセット] 

プリンタのメカニズムがリセットされます。プリ

ントヘッドがプリントサイクルの下部に移動し、

上部に戻る音が聞こえます。 

[セットアップパスワードをオンにする] 

メイン画面でパスワード要件を有効にして、管理

メニューに入ります。 

生産およびセットアップのプロパティ

はパスワードで保護されており、通常

のユーザーは入力できません 
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[自動印字オン] 

画像またはテキストファイルをプリンタに送信す

るときに自動印字開始を有効にします。この機能

は、キーボード入力またはスキャンで作成された

内部生成ラベルでは機能しません。 

[インテリジェントスライド選択]（ホッ

パー選択） 

[インテリジェントスライド選択]を利用すると、

ホッパーの選択が自動化されます。インテリジェ

ントスライド選択システムは、ディスペンスする

正しいホッパーを自動的に決定できます。この決

定は、ラベル画像を分析することにより行われま

す。次に、スライドプリンタは左または右のホッ

パーからスライドを自動的にディスペンスします

。ペインは、分析する画像の領域を識別し、この

領域内の印字に基づいて特定のホッパーを選択し

ます。[ホッパー選択を使用]ボックスをチェック

すると、インテリジェントスライド選択が有効に

なります。 

ペインの位置とサイズは、[ホッパー選択]メニュ

ーから調整できます。デフォルトのサイズと位置

では、このペインは以下に示す位置に配置されま

す。ペインは赤色で表示され、設定に従いホッパ

ーが表示されます。このケースでは、R（右）ホ

ッパーです。 

アクティブな場合、インテリジェントスライド選

択は、他のすべてのホッパー選択オプションを上

書きします。 

 

[空の左ホッパーを使用する] 

ホッパー選択を設定します。チェックした場合、

ペイン内で印字が行われない場合は左ホッパーが

選択され、ペイン内で印字が発生する場合は右ホ

ッパーが選択されます。チェックを外した場合、

ペイン内で印字が行われない場合は右ホッパーが

選択され、ペイン内で印刷が発生する場合は左ホ

ッパーが選択されます。 

 

[画像に表示] 

チェックを入れると、赤色のペインがラベルイメ

ージに表示されます。 

[左位置] 

ラベルの左端からの距離であるX位置を設定し 
ます。 

[上部位置] 

ラベルの上端からの距離であるY位置を設定し 
ます。 

[幅] 

ペインの幅を設定します。 

[高さ] 

ペインの高さを設定します。 
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[ソフトウェア]メニュー 
 

ソフトウェアのアップグレード 

[ソフトウェア]メニューは、プリンタのユーザー

インターフェースソフトウェアをアップグレード

したり、ユーザーが構成した設定を転送したりす

るために使用します。これらは、メモリースティ

ックからプリンタにアップロードするか、プリン

タからメモリースティックにダウンロードできま

す。 

ソフトウェアをアップグレードするには 

アップグレード機能は、新しいユーザーインター

フェースソフトウェアのファイルをプリンタにイ

ンストールするために使用されます。このプロセ

スは簡単で、スライドプリンタのソフトウェア内

で自動化されています。 

ソフトウェアをアップグレードする 
には： 

1. 有効なソフトウェアバージョンを USB メ

モリスティックのルートにコピーする必要

があります。 

2. 新しいソフトウェアバージョンの USB ス

ティックをプリンタ背面にある USB ソケ

ットの 1 つに差し込みます  

 

3. [設定]ボタンを押します  

4. [ソフトウェア]ボタンを押します  

5. [アップグレード]ボタンを押します 

 

 

6. USB ポートに有効なアップグレードファ

イルが見つからない場合、すぐに「アップ

グレードが見つかりません！」というメッ

セージが表示されます。メッセージの確認

は不要です  

ソフトウェアに埋め込まれた日付コードは、USB
ドライブ上のソフトウェアがプリンタにインスト

ールされているソフトウェアよりも新しいか古い

かを判断するために使用されます。したがって、

有効であると考えられるファイルがシステムによ

り新規として認識されない場合があります。 

 

7. 有効なアップグレードファイルが見つかっ

た場合、エンドユーザーライセンス契約が

表示されます。[キャンセル]ボタンを押す

と、アップグレードがキャンセルされます

。[チェック]ボタンを押すと、ソフトウェ

アのインストールが続行されます。 
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8. [チェック]ボタンを押します 

 

9. [チェック]ボタンを押します  

10. プリンターは電源の再投入により自動的に

リセットされ、アップグレードプロセスが

完了します 

 

 

 

  



SlideMate Pro 操作ガイド 第 3 版 33 

 

構成ファイル 

工場出荷時設定（XML ファイルのリ 
セット） 

ユーザー構成は工場出荷時設定に復元すること

ができます。この設定にすると、ユーザーがセ

ットアップしたテンプレートとトランスレータ

ーが削除され、機械の設定に影響を与えること

になります。 

構成（XML）ファイルを工場出荷時設定
にリセットするには： 

1. [設定]ボタンを押します 

2. [ソフトウェア]ボタンを押します  

3. [工場出荷時設定]を押します 

 

4. プロセスを続行するために、パスコードを

入力する必要があります。パスコードは「

7251」です。 

5. [X]ボタンを押すとキャンセルされ、[チェ

ックボタン]を押すを確定されます。 

 

6. [チェック]ボタンを押すと、ファイルはそ

れ以降は確認操作なしに復元されます。 
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プリンタのユーザー構成のエクスポート
（XML） 

XML機能により、ユーザーはスライドプリンタの

ユーザー構成をバックアップまたはコピーできま

す。スライドプリンタが構成されたら、構成のバ

ックアップコピーを保存することをお勧めします

。バックアップコピーは、構成内で何かが失われ

たり、不注意に変更された場合に役立ちます。 

XML ファイルのコピーをエクスポート（
ダウンロード）するには： 

1. USB スティックをプリンタ背面にある

USB ソケットの 1 つに差し込みます。

USB スティックにルートディレクトリ内

の XML フォルダを入れることは推奨され

ません 

 

2. [設定]ボタンを押します 

3. [ソフトウェア]ボタンを押します 

4. [構成ファイル]ボタンを押します 

 

 

 

5. [エクスポート]を押します 

 

6. 確認メッセージが表示されるので、ダウン

ロードプロセスをキャンセルする場合は[
いいえ]を、続行するには[はい]を押します

。 

 

7. XML ファイルがエクスポート中であるとい

うメッセージが表示されます。プロセスが

完了すると、XML メニューが再度表示され

ます。このファイルは、通常のファイルコ

ピー方法を用いて他のストレージデバイス

にコピーすることができます。 

xmlファイルを手動でコピーすると、ソ

フトウェアが異常な動作をする可能性

があります。 
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8. ファイルを電子メールで送信する場合は、

送信前にファイルを圧縮しておくことを推

奨します。 

 

 

 

プリンタのユーザー構成のインポート（
XML） 

XML ファイルのコピーをインポート（ア
ップロード）するには 

1. USB スティックをプリンタ背面にある

USB ソケットの 1 つに差し込みます。

USB スティックには、ドライブのルート

ディレクトリに有効な XML ファイルセッ

トが必要です。 

 

2. [設定]ボタンを押します  

3. [ソフトウェア]ボタンを押します  

4. [構成ファイル]ボタンを押します  
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5. [インポート]を押します 

 

6. 確認メッセージが表示されるので、ダウン

ロードプロセスをキャンセルする場合は[
いいえ]を、続行するには[はい]を押します

。 

このプロセスを実行すると、スライド

プリンタの現在のXML構成ファイルが

上書きされます。 

 

7. XML ファイルがインポート中であるという

メッセージが表示されます。プロセスが完

了すると、[XML]メニューが再度表示され

ます。  

8. プリンタを再起動します。 

 

 

[音声]メニュー 

 

 

音量は4段階で調節できます。音量を調節するに

は、上下矢印ボタンを押します。 

 

[音量大] 

 

[音量中] 

 

[音量小] 

 

[音量オフ] 
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Windows プリンタセットアッ
プ 
本スライドプリンタは、ラベルデザインプログラ

ムまたはLISシステムでデザインおよび作成した

ラベルを印字するようにセットアップすることが

できます。こうしたラベルは、ビットマップ画像

として設計し、プリンタに送信する必要がありま

す。これらのラベルを印刷するプロセスは、

Windows®ドライバーを使用してコンピュータか

らデスクトッププリンタに印刷し、キューを管理

し、プリンタに画像を送信するやり方に似ていま

す。PCまたはサーバーからプリンタへの接続は

、USBまたはイーサネット接続で、ドライバーを

使用して自動的にセットアップおよび構成できま

す。 

本スライドプリンタのハードウェアはデジタル署

名されており、以下のMicrosoftWindows®オペレ

ーティングシステムで使用できます。Windows 7
、Windows 8、Windows 10（32ビット版および

64ビット版の両オペレーティングシステム）。 

Windowsプリンタは、他のほとんどのプリンタド

ライバーのインストールと同様に自動的にセット

アップされます。ドライバーのインストールの詳

細については、Windowsドライバーのマニュアル

を参照してください。 

[構成]メニュー 
 

[構成]メニューは、データ受信、内部データベー

スへのデータの追加、およびスライドラベルのデ

ザイン用にプリンタを構成するために使用されま

す。ユニットを完全に構成するには複数の手順を

完了させる必要があり、次のセクションではその

プロセスについて説明します。 

 

 

[データ] 

[データ]メニューでは、データベー

ス内のデータをセットアップおよび

構成ができます。 

 

[アイテム] 

[アイテム]メニューでは、システム

で使用されるアイテムのセットアッ

プと構成ができます。 

 

[オブジェクト] 

[オブジェクト]メニューでは、シス

テムがリクエストフォーム、コンテ

ナ、カセット、スライドを自動的に

識別できるようにアイテムをセット

アップできます。 

 

[テンプレート] 

[テンプレート]メニューを操作する

と、ラベル画像をデザインして、 
テキストと数字の向きを構成でき 
ます。 

 

[トランスレーター] 

[トランスレーター]を使用すると、

新しいラベルデザインを作成する際

にテンプレートで受信データを使用

できます。 
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[データ]メニュー 
 

[エクスポート] 

CSV形式でエクスポート 

エクスポート機能を使用すると、オンボードデー

タベースをcsv形式で外部ドライブにダウンロー

ドします。この機能を使用するには、メモリステ

ィックをスライドプリンタのUSBポートに挿入し

、データエクスポートメニューの[csv]ボタンを押

します。 

 

 

 

[インポート] 

インポート機能は、さまざまな種類のファイル

をプリンタにインポートするために使用します

。これらのファイルは、ファイルを送信するシ

ステムに応じて、テキストファイルまたは画像

ファイルのいずれかになります。その種類に関

わらず、ファイルをプリンタに送信する前にユ

ニットを構成することが重要です。プリンタが

正しい種類のファイルに設定されていない状態

でファイルが送信されると、ユニットがリセッ

トされたり、予期しない印字が表示されること

があります。複数の形式がサポートされている

ので、ファイルをプリンタに送信する前に適切

な形式を選択してください。 

 

データファイルは、ホットフォルダ（キャッシュ

フォルダ）にファイルを配置することでプリンタ

に送信できます。Windowsドライバーは、ホット

フォルダからファイルを自動的に取得し、プリン

タに送信します。 

Piプリンタードライバー/フォルダは、画像ファ

イルまたはテキスト区切りファイルの送信に使用

されます。 

他の種類のWindowsドライバーまたはLabWriter
ソフトウェアからファイルを送信する場合、他の

プリンタドライバーが使用されます。 

その他のWindowsドライバーに関する詳細につい

ては、「A83910104 – Driver Operator Guide」を

参照してください。 
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[データベースの管理] 

このメニューは、プリンタに保存されているデー

タの管理、エクスポートまたはリセットに使用し

ます。 

保持日数 

スライドプリンタ上にデータを保持しておく日数

を設定します。 

最大トランジション数 

スライドプリンタ上にデータを保持しておく総ト

ランザクション数を設定します。 

データベースのリセット 

すべてのスライドプリンタのデータを削除します 

 

内部ラベルデザイン機能の使用 

本スライドプリンタは、通常のテキストを印字可

能なラベルに変換する内部ラベルデザイン機能を

搭載しています。このデータは、複数の方法でプ

リンタに送信することができます。データをテキ

ストファイルとしてプリンタに送信し、キーボー

ドからデータを入力できます。 

統合型バーコードスキャナは、バーコードをスキ

ャンし、ホーム画面の上部にあるスキャンバーに

データを自動的に送信できます。このデータは、

[ソフトウェア]メニュー内で使用したり、内部ラ

ベルデザインソフトウェアで使用して、印字可能

なスライドラベルを作成することもでき 
ます。 

ラベルは、データをラベル画像に変換する[デー

タ]メニュー内のいくつかのプロセスを使用して

デザインされています。プロセスの簡単な例を以

下に示します。各ステップについては、本操作ガ

イドのこのセクションでさらに説明します。 

区切りデータは、バーコードスキャナ、スクリー

ンキーボード、または汎用テキスト専用Windows
ドライバーを介してソフトウェアに送信されます

。データはスキャンボックスにキャプチャされま

す。 

このテンプレートは、データベースからデータを

インポートし、1 x 1インチのラベルデザインに

データを整理します。アイテムを移動し、フォン

トとフォントサイズを調整して、完璧なラベルを

作成できます。 
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標準ラベルデザインのセット
アップ 
データのインポート/ラベルデザイン構成をセッ

トアップするには、4つのステップがあります。 

以下のステップがあります。 

• アイテムを構成する 

• オブジェクトを構成する 

• トランスレーターを構成する 

• テンプレートを構成する 
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[アイテム] 

[アイテム]メニューでは、システムで使

用されるアイテムのセットアップと構

成ができます 

[オブジェクト] 

[オブジェクト]メニューでは、システム

がリクエストフォーム、コンテナ、カ

セット、スライドを自動的に識別でき

るようにアイテムをセットアップでき

ます 

[テンプレート] 

[テンプレート]メニューを操作すると、

ラベル画像をデザインして、テキスト

と数字の向きを構成できます 

[トランスレーター] 

[トランスレーター]を使用すると、新し

いラベルデザインを作成する際にテン

プレートで受信データを使用できます 

 

[アイテム]メニュー 
 

データアイテムは、データをフォーマットし、テ

ンプレートにデータを表示するために使用されま

す。アイテムはデータベース内のフィールドです

。データベースは、Excelワークシートのように

表示され、シートの上部にアイテム名があり、デ

ータがヘッダーの下の列に編成されます。 

 

プリンタソフトウェアにはアイテムの固定セット

があり、これらのアイテムは変更できます。新し

いアイテムを追加したり、アイテムを削除したり

することはできません。[アイテム]メニューを使

用すると、ユーザーは各アイテムを変更して、実

験室スタッフの好みに合わせてカスタマイズでき

ます。汎用1アイテムの編集例を以下に示し 
ます。 

1. [設定]を押します 

2. [データ]を押します 

 

3. [アイテム]を押します 
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4. スクロールして、[汎用 1]を選択します。 

5. [編集]ボタンを押します 

 

 

 

[名前] 

[名前]は表示されるアイテムの名前です。これは

編集できますが、他のアイテムと同じ名前を付け

ないでください。 

[データタイプ] 

ユーザーがデータベースに送信される特定のタイ

プのデータを選択できます。[テキスト]、[数値]、
[リスト]、および[日時]から選択できます。 

[文字数] 

この特定のアイテムを送信できる最大文字数を設

定します。 

[デフォルトのテキスト] 

これは、アイテムに入力されるデフォルトのデー

タです。データが外部ソースから送信された場合

、このデータは上書きされます。 

6. [名前]を選択し、次に[編集]ボタンを押しま

す 

7. 「コンテナ」を入力します 

8. [チェック]ボタンを押します 

列Eアイテムがコンテナに変更されていることが

以下で確認できます。 

 

データがデータベースにキャプチャされると、 
以下の画像のように表示されます。 
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トランスレーター 

 

 

トランスレーターは、受信データと送信データを

フィルタ処理およびフォーマットする方法を制御

するために使用され 
ます。 

受信データはトランスレーターを介して転送され

、データのセクションを抽出してデータアイテム

に移動します。 

送信データは、トランスレーターを使用して、区

切り文字付きまたは区切りなしでデータ項目のテ

キスト文字列を作成することにより作成されます

。 

スキャンしたバーコードからの受信データの例 

 

プリントされたバーコードの作成に使用される送

信データの例 

 

区切りデータ 

区切り文字は、データ要素を区切るために使用さ

れます。この場合、ダッシュが区切り文字として

使用されます。データ要素の長さは様々に異なり

ます。 

S19-12345-A-01 

固定長データ 

固定長データには固定長のデータ要素が入ってい

ます。 

S1912345A01 
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トランスレーターの追加 – 区
切りデータ 
1. [設定]を押します 

2. [データ]を押します 

3. [トランスレーター]を押します 

 

4. [追加]を押します 

 

5. トランスレーターの名前を入力します 

6. [チェック]ボタンを押します 

 

 

7. [スキャンまたはコードの入力]ボックスが

開き、データは表示されません。 

 

8. データは、キーボードを使用して入力する

か、統合型スキャナを使用してスキャンす

るか、ソフトウェアから送信できます。デ

ータが[スキャンコード]ボックスに表示さ

れます。 

 

  



SlideMate Pro 操作ガイド 第 3 版 45 

 

9. [チェック]ボタンを押します 

 

10. 選択区切りボックスが開きます。データ文

字列内に区切り文字が見つかった場合、ト

ランスレーターは自動的に区切り文字を強

調表示します。この区切り文字を使用する

場合は、[チェック]ボタンを押します。 

11. 別の区切り文字が必要な場合は、その区切

り文字を選択して[チェック]ボタンを押し 
ます。 

12. トランスレーターが作成されます  

 

 

[トランスレーター]メニュー 

 

[名前] 

トランスレーターの名前です。トランスレーター

名を変更するには、名前を選択してから名前を編

集し、[チェック]ボタンを押します。 

[オブジェクト] 

トランスレーターにリンクされるオブジェクトを

選択します。これを変更するには、[オブジェク

ト]を選択し、ドロップダウンメニューから選択

します。 

[コード] 

トランスレーターの作成に使用されたコード、ま

たはスキャンボックスからのより新しいコードを

表示します。このボックスのデータを変更するこ

とはできません。 
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[アイテム割り当て] 

トランスレーションプロセスにおける特定のデー

タに割り当てたアイテムを識別します。 

13. その他の区切り文字を追加するには、区切

り文字を押します。 

 

14. トランスレーターで使用される区切り文字

のリストが表示されます。新しい区切り文

字を追加するには、[+]ボタンを押します。 

 

15. 確認ウィンドウが開きます。変更を確定す

るには、[はい]を押します 

 

注記 

この操作を行うと、すべての割り当てとルールが

失われます。 

16. 必要な区切り文字を選択して、[チェック]
ボタンを押します。 

区切り文字を追加するには、手順 13〜15 を繰り

返します 
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[アイテム割り当て] 

17. [アイテム割り当て]を変更するには、該当

のアイテムを選択して、[編集]ボタンを押

し 
ます。 

 

18. 現在割り当てられているアイテムがハイラ

イト表示されます。 

19. 上下ボタンを押すと、他のアイテムが表示

されます。 

 

20. 新規アイテムを選択します  

21. [チェック]ボタンを押します 

 

 

22. 新規割り当てが表示されます。 

23. すべての割り当てが正しくなったら、[チ
ェック]ボタンを押します。 
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[トランスレーターのプロパティ]メニュ
ー 

区切り文字のリストと、トランスレーターがデー

タアイテムを取り込む順序は、[トランスレータ

ーのプロパティ]メニューを使用してカスタマイ

ズできます。[トランスレーター]メニューで、[設
定]ボタンを押します。 

 

区切り文字 

区切り文字を使用可能なリストに追加できます。 

1. 区切り文字を追加するには、[区切り文字]
ボタンを押します。 

 

2. [+]ボタンを押します 

 

3. スクリーンキーボードのある入力ボックス

が開き、新しい区切り文字を入力したり、

統合スキャナーでスキャンしたりできます

。 

4. 画面キーボードに目的の区切り文字がない

場合は、区切り文字を含めてバーコードを

スキャンします。区切り文字のみが残るま

ですべての追加文字を削除し、[チェック]
ボタンを押します。 
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[割り当て順] 

データが自動的に割り当てられる順序は、ローカ

ル設定に合わせて調整できます。順序を変更する

には 

1. [割り当て順]ボタンを押します  

 

実線の上下矢印を押して、リストを上

下にスクロールします。 

 

ハイライト表示されたアイテムをリス

ト内で上下に移動するには、点線の矢

印を押します。 

2. アイテムが必要な順序になったら、[チェ

ック]ボタンを押します。 

この変更は既存のトランスレーターには影響しま

せん。作成された新しいトランスレーターは、変

更された順序を使用してアイテムにデータを割り

当てます。 
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[固定長トランスレーター] 
[固定長トランスレーター]は、区切り文字を含ま

ないデータを分割するために使用されます。[固
定長トランスレータ]は、データを区切るために

データブロックの数を使用するため、データは常

に同じ長さでなければなりません。データ長さが

変更された場合、データは期待どおりに区切られ

ません。 

以下はスキャンしたバーコードからの受信データ

の例。 

 

プリントされたバーコードの作成に使用される送

信データの例 

 

S1912345A01 

トランスレーターの追加 – 固定長データ 

1. [設定]を押します  

2. [データ]を押します 

3. [トランスレーター]を押します 

 

4. [追加]を押します 

 

5. トランスレーターの名前を入力します 

6. [チェック]ボタンを押します 
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7. [スキャンコード]または[入力コード]のボッ

クスが開きます。この時ボックス内にデー

タはありません。 

 

8. データは、キーボードを使用して入力する

か、統合型スキャナを使用してスキャンす

るか、ソフトウェアから送信できます。デ

ータが[スキャンコード]ボックスに表示さ

れ 
ます。 

9. [チェック]ボタンを押します 

 

10. [区切り文字を選択]ボックスが開きます。

トランスレーターには区切り文字は表示さ

れないので、利用可能なオプションはあり

ま 
せん。 

11. [チェック]ボタンを押します 
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[データ文字列を分割する] 

データ文字列が必要な複数のデータ要素に分割さ

れます。 

 

A 次の分割バーを選択します  

B 新しい分割バーを追加します  

C 選択した分割バーを除去します  

D 分割バーを左に1文字分移動します  

E 分割バーを右に1文字分移動します  

[データ分割バー] 

選択した分割バー 

12. [+]ボタンを押すと新しい分割バーが追加さ

れます  

 

13. 最初の使用可能なスペースに分割バーが表

示されます。右矢印を押すと、分割バーを

右に移動できます。この例では、右矢印を

2 回押して、分割バーを右に 2 文字分移動

してい 
ます。 

 

14. 分割バーは右に 2 文字分移動し、*（s19）
は「アイテム = データ」の下の最初のボッ

クスに一覧表示されます。 

15. [分割バーの追加]ボタンを押します。 
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16. 2 つ目の分割バーは次の使用可能なスペー

スに表示されます。 

17. 右のボタンを押して、次のデータブロック

をキャプチャします。この例では、右矢印

ボタンを 4 回押します。 

 

18. 分割バーが右に 4 文字分移動します。 

19. [分割バーの追加]ボタンを押します。 

 

 

20. データがスペースの数に基づいて区切られ

るようになりました。 

21. 最初のデータブロックをアイテムに割り当

てるには、最初のブロックがハイライト表

示された状態で[編集]ボタンを押します。 

 

22. [ターゲットアイテム]を押します 

23. [チェック]ボタンを押します 

24. すべてのデータブロックがアイテムに割り

当てられるまで、この操作を繰り返します

。 
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25. [チェック]ボタンを押します。 

 

必要に応じて、オブジェクトを割り当てることが

できます 

トランスレーターが作成され、使用準備が整いま

した。 
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[テンプレート] 
 

[テンプレート]は、データフィールドとバーコー

ドの印字方法を決定します。フォント、フォント

サイズ、バーコードを利用してレイアウトを設計

できます。テンプレートの端とバーコードの周り

に余白を置くことが重要です。 

新しいテンプレートを作成するときにトランスレ

ーターを選択すると、テンプレートの作成が簡単

になります。トランスレーターを選択すると、ト

ランスレーターで使用されるアイテムがテンプレ

ートに自動的に入力され、新しいテンプレートの

作成に必要な労力が削減されます。 

新規テンプレートの作成 

1. [設定]を押します 

2. [データ]を押します 

3. [テンプレート]を押します 

 

 

4. [+]ボタンを押します 

 

5. [名前]メニューが開きます 
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6. 希望のテンプレート名を入力します  

7. [チェック]ボタンを押します  

 

8. 「トランスレーターを使用しますか？」と

いうボックスが表示されるので、トランス

レーターを使用できる場合は[はい]を押し

ます。 

トランスレーターを使用しない場合は、すべ

てのラベルアイテムを手動でテンプレートに

追加する必要があります。 

 

9. トランスレーターを選択して、[チェック]
ボタンを押します。 

 

10. トランスレーターで定義されたアイテムは

、テンプレートに自動的に追加されます。 

11. アイテムを移動して、フォントとフォント

サイズを調整して、希望のラベルデザイン

を作成できます。 
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テンプレートの編集 

 

2つのフォーマット作成メニューを

切り替えます 

ハイライト表示したオブジェクト

を左右に回転します 

ハイライト表示したオブジェクト

を上下に移動します 

 

ハイライト表示したオブジェクト

を左右に移動します 

 

ハイライト表示したオブジェクトの

標準/太字を切り替えます 

 

ハイライト表示したオブジェクトの

標準/斜体に切り替えます 

 

ハイライト表示したオブジェクトのフォントサイ

ズを調節します 

ハイライト表示したオブジェクトのフォントサイ

ズを調節します 
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アイテムをテンプレートに追加 

テンプレートにアイテムを追加すると、トランスレ

ーターのデータに含まれているよりも多くの情報を

提供できます。これらのアイテムは手動で追加する

必要があり、最小限の構成が必要です。スライドを

印字する場合、これらのアイテムを追加する補足デ

ータを入力する必要があります。アイテムのデフォ

ルト設定が表示され、キーボードからデータを入力

するか、ドロップダウンメニューから選択するか、

増分設定を使用して変更できます。 

[テンプレート]メニューから 

1. [アイテム]ボタンを押します  

 

2. 現在のアイテム一覧が表示されます  

3. [+]ボタンを押します  

 

 

4. アイテムの一覧が表示されるので、正しい

アイテムを選択します。 

5. [チェック]ボタンを押します。 

 

[アイテム構成]メニューが表示されます 

 

注記 

[ノーマル]、[インクリメンター]、[バーコード]、
および[ユーザー編集]は一意であり、常に 1 つだ

けをチェック可能です。チェックされていないボ

ックスがチェックされると、残りの 3 つは自動

的にオフになります 
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[ノーマル] – チェックすると、テンプレートに表

示されますが、アイテムは編集できません。 

[インクリメンター] – チェックすると、アイテム

は追加のスライドごとに増加します。 

[バーコード] – アイテムはバーコードとして表示

され、追加の構成が必要になります。 

[ユーザー編集] – チェックすると、アイテムは印

字前に編集できます。 

バーコードをテンプレートに追加 

バーコードは印字目的用のテンプレートに追加で

きます。バーコードには、ここでさらに説明する

追加の構成が必要です。 

[テンプレート]の[エディタ]メニューからバーコー

ドを作成するには 

1. [アイテム]ボタンを押します 

 

2. [+]ボタンを押します  

 

3. アイテムを選択します  

4. [チェック]ボタンを押します  

 

5. [アイテムのプロパティ]メニューが表示さ

れます  

6. [バーコード]ボックスをチェックします 

 

7. [バーコード設定]メニューが表示されます  

8. 正しいトランスレーターを選択します  

9. 希望するバーコードの種類を選択します  

10. 必要な場合はチェックディジットタイプを 
選択します 
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11. バーコードのサイズを選択します。この選

択に関係なく、高品質のバーコードを印字

する必要がある場合は、バーコードのサイ

ズは自動的に増加します。 

 

12. [チェック]ボタンを押すと、バーコード付

きのテンプレートが表示されます。[ 方向]
ボタンを使用して、バーコードを方向付け

ることができます。 

13. 入力を完了したら[チェック]ボタンを押し 
ます。 

 

 

[テンプレート設定] 

[テンプレート設定]にアクセスするには、[テンプ

レート]の[設定]ボタンを押します。設定は選択し

たテンプレートに固有のものであり、各テンプレ

ートには独自の設定メニューがあります。 

 

 

[名前]ボタンは、テンプレートの名前を変更する

ために使用されます 

 

[トランスレーター]ボタンは、テンプレートで使

用するトランスレーターを選択するために使用し

ます 

 

[加熱]ボタンは、印字時にテンプレートが使用す

る加熱レベルを調整するために使用します。設定

範囲は0〜9です。0が最低の設定で、9が最高の

設定です。 

[加熱設定] 

[加熱設定]は、スライド表面の変動を補正するた

めに調整することができます。各スライドのメー

カーは、表面を若干変えて提供し、スライドが滑

らかであるほど、印字物の転写に必要な熱が少な

くなるようにしています。一般的に、最も信頼性

の高いパフォーマンスを得るには、良好な印字結

果を達成する最低の加熱設定を使用する必要があ

ります。 
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高度な印字機能 

テンプレートエディタ 

テンプレートの作成時にユーザー編集用に設定さ

れたアイテムは、スライドラベルに特定の情報を

追加するために編集できます。これらの編集可能

なアイテムの情報は、各スライドに固有のもので

す。すべてのスライドが同じデータを有する必要

はありません。 

テンプレートアイテムを編集するには 

1. スライドのラベル領域を押します  

 

2. テンプレートエディタが表示され、編集可

能なアイテムはハイライト表示されます。 

 

タブキーを操作して編集可能なアイテ

ムを切り替えます 

 

編集可能なアイテムは、アイテムおよびトランス

レーターで設定された方法に基づいて編集できま

す。キーボードから入力する情報が必要なアイテ

ムもあれば、ドロップダウンボックスを使用して

選択するアイテムもあります。 

編集可能なアイテムへの変更は、ケースのバーコ

ードがスキャンされた後に行う必要があり 
ます。 

3. 編集可能なアイテムに必要な変更を加えま

す  

4. [チェック]ボタンを押します  

テンプレートの選択 

様々な印字テンプレートを作成し、印字に使用で

きます。 

別のテンプレートを選択するには 

5. ホーム画面のテンプレート領域を押します  
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6. テンプレートエディタが表示されるので、

[テンプレート]ボタンを押します。 

 

7. テンプレートの一覧が表示されるので、目

的のテンプレートを選択します。 

8. [チェック]ボタンを押します  

 

9. テンプレートエディタが表示されるので、

[チェック]ボタンを押します。 

 

 

代替テンプレートがホーム画面に表示されます 

 

スライドシーケンスの作成 

単一のデータ入力から複数のスライドを印字する

ことができ、これは、「シーケンス印字」と呼ば

れます。シーケンス印字は、インクリメンターが

構成されているテンプレートを使用してのみ実行

できます。 

スライドのシーケンスを作成するには、ユーザー

がメイン画面にログインして表示されている必要

があります。 

1. 適切なデータを含むバーコードをスキャン

します  

 

2. データを含んだスキャンボックスが生成さ

れます 
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3. [シーケンス]ボタンを押します  

 

[シーケンス作成]メニューが表示されます。 

 

 

このボックスには、TO（終了）とFROM（開始

）データが表示されます。上下矢印を押すことで

、ハイライト表示されたデータを増減できます。

左のボックスデータは、シーケンスの最初のスラ

イドに印刷されます。右側のボックスのデータは

、シーケンスの最後のスライドに印刷されます。

2つのデータ間の数値ごとに1枚のスライドがあ

ります。 

 

4. 10 枚のスライドのシーケンスを作成する

には、上矢印を 9 回押します。 

5. [チェック]ボタンを押します  

 

6. 10 枚のスライドが作成されます。 

7. スライドを印字するには、[実行]ボタンま

たは[ホッパー]ボタンを押します  
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プロトコルの作成 
プロトコルとは、保存されたスライドのシーケン

スのことです。スライドシーケンスが作成される

と、このシーケンスは後で呼び出せるようにプロ

トコルとして保存できます。プロトコルを使用す

れば、ユーザーはスライドのバッチを素早く作成

することができます。シーケンスのカスタム部分

は、次のプロトコルとともに保存されます。 

• [テンプレート] 

• 増分アイテム 

• 編集可能なアイテム 

例 1 – 編集済みアイテムを含むプロトコ
ルを保存する 

この例では、ユーザーの編集アイテムは3つの選

択肢で作成しています。[H&E]、[スペシャル]およ

び[IHC] 

1. スライド用にフォーマットしたデータでバ

ーコードをスキャンします  

2. ラベルは正しいデータで生成されます  

 

3. 3 枚のスライドのシーケンスを作成します  

4. [1 枚のスライドを左に移動]ボタンを押し

ます 

 

 

5. スライドのラベル領域を押します 

 

6. ドロップダウンメニューから項目を選択し 
ます  

7. [チェック]ボタンを押します  
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8. [1 枚のスライドを左に移動]ボタンを押し

ます  

9. スライドのラベル領域を押します 

 

10. ドロップダウンメニューから項目を選択し 
ます  

11. [チェック]ボタンを押します  

 

12. 各スライドに一意のデータを持つ 3 枚のス

ライドのシーケンスができました  

[プロトコル]ボタンは、プロトコル

の保存またはプロトコルの呼び出し

に使用します 

 

 

13. [プロトコル]ボタンを押します  

14. [プロトコル名]メニューが開くので、名前

を入力します  

15. [チェック]ボタンを押すとプロトコルを保

存します 
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プロトコルの呼び出し 

スライドのシーケンスが表示されたら、[プロト

コル]ボタンをクリックすると[プロトコルの保存]
メニューが開きます。スライドが1枚表示されて

いる場合、[プロトコル]ボタンをクリックすると

、[プロトコル選択リスト]が開きます 

1. 適切なデータを含むバーコードをスキャン

します。 

2. [プロトコル]ボタンを押します  

 

3. 保存したプロトコルを選択します  

4. [チェック]ボタンを押します 

 

5. スライドが作成されます 

 

 

例 2 – 編集済みアイテムと異なるテンプ
レートを含むプロトコルを保存する 

この例では、2のテンプレートを作成しており、

ユーザーの編集アイテムは3つの選択肢で作成し

ています。[H&E]、[スペシャル]および[IHC] 

1. スライド用にフォーマットしたデータでバ

ーコードをスキャンします  

2. ラベルは正しいデータで生成されます。 
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3. 3 枚のスライドのシーケンスを作成します  

4. [1 枚のスライドを左に移動]ボタンを押し

ます 

 

5. スライドのラベル領域を押します  

 

6. ドロップダウンメニューから項目を選択し 
ます  

[テンプレート]ボタンは、使用可能なテ

ンプレートの一覧にアクセスするため

に使用します 

 

7. [テンプレート]ボタンを押します 

 

 

8. テンプレートを 1 つ選択します  

9. [チェック]ボタンを押します  

 

10. [チェック]ボタンを押します  
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11. [1 枚のスライドを左に移動]ボタンを押し

ます  

12. スライドのラベル領域を押します 

 

13. ドロップダウンメニューから項目を選択し 
ます  

14. [チェック]ボタンを押します  

 

15. 各スライドに一意のデータを持つ 3 枚のス

ライドのシーケンスができました  

16. [プロトコル]ボタンを押します 

 

 

17. [プロトコル名]メニューが開くので、名前

を入力します  

18. [チェック]ボタンを押すとプロトコルを保

存します  

 

プロトコルの呼び出し 

19. 適切なデータを含むバーコードをスキャン

します  

20. [プロトコル]ボタンを押します  

 

21. 保存したプロトコルを選択します  

22. [チェック]ボタンを押します 
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23. スライドが作成されます  

注記 

プロトコルを削除するには、ユーザーが[プロト

コル]メニューを開いている必要があります。削

除するプロトコルをハイライト表示し、[ごみ箱]
ボタンを押します 
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高度なホッパー機能 
ディスペンス位置は、ラベルごとに手動で選択で

きます。また、ルールまたはプロトコルを使用し

て、選択プロセスを自動化することもできます。

ホッパーは、MediaSourceというアイテムを使用し

てスライドプリンタで選択されます。MediaSource
をプロトコルおよびルール内で使用して、適切な

ディスペンスホッパーの位置を自動的に割り当て

ることができます。 

MediaSource をテンプレートに追加する 

 

MediaSourceアイテムはテンプレートに追加する

ことができます。この操作を行うと、ユーザーは

スライドを印字する前にテンプレート内からホッ

パーの位置を選択できます。手動ホッパー選択を

使用するには、テンプレートの表示とユーザー編

集をチェックする必要があります。これは、スラ

イド上に表示されないように、印字領域外に配置

できます。 

ホッパーの選択 

ホッパーは、印字前にスライドに割り当てること

ができます。テンプレートには、ラベルの

MediaSource部分が含まれている必要があり 
ます。 

 

1. スライドのラベル領域を押します 

 

2. 必要に応じてホッパーセレクタにタブを付

けます  

3. 希望するホッパーを選択します  

4. [チェック]ボタンを押します  

 

ホッパーはキュー内のすべてのスラ

イドに設定でき、プロトコルの一部

として保存できます。 
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トランスレーターの 
ルール 

 

トランスレーターには、一部のソフトウェアおよ

びプリンタ機能を自動化できるルール機能が含ま

れています。ルールは複数存在し、テンプレート

、アイテム、データ、ホッパー、シーケンス、お

よびプロトコルに変更を適用できます。ルールに

ついては本ガイドで一般事項を説明しています。

ルールの操作を完全に理解するには、試行錯誤が

必要になる場合があります。 

トランスレーター内のアイテムに対してルールが

適用されます。これらのルールは、受信データを

ルール規則と比較し、ルールを適用するか適用し

ないかを判定します。この比較プロセスは、レコ

ードがスキャンされるか、手動で入力されるか、

Windowsドライバーからインポートされるたびに

適用されます。トランスレーター内では、一部ま

たはすべてのアイテムに対してルールを適用でき

ます。データが入力されると、トランスレーター

のすべてのルールがデータに適用されます。1つ
のルールが他のルールに影響を与える可能性があ

るため、ルールから予期しない結果が得られた場

合は、すべてのルールがデータに与える影響を再

確認してください。 

新規ルールの作成 

新しいルールを作成するために、トランスレータ

ーのアイテムに対してルールが作成されます。 

1. [設定]ボタンを押します  

2. [データ]ボタンを押します  

3. [トランスレーター]ボタンを押します  

4. 編集対象のトランスレーターを選択します  

5. [編集]ボタンを押します 

 

6. [アイテム割り当て]ボタンを押します  

 

7. ルールが作成されるアイテムを選択します  

8. [ルール]ボタンを押します  
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9. [追加]ボタンを押します 

 

10. ルール名ボックスが開き、名前を入力し、

[チェック]ボックスを押します  

 

ルール構成メニューが開きます  

ルールとは、テストとアクションを含む機能です

。テストは、テストの対象となるデータの合否を

決定する方程式です。 

テストでPASS（合格）が生成されると、ルール

アクションが実行されます。 

テストでFAIL（不合格）が生成されると、ルール

アクションが実行されます。 

 

 

テストでは、演算子を使用してアイテムと値を比

較します 

 

演算子のリストには、一般的な数式記号と

IsDelimitedおよびNotDelimited演算子が含まれ 
ます。 
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この演算子は、データがアイテムと等

しくないかどうかを判定します 

この演算子は、データがアイテム以下

であるかどうかを判定します 

この演算子は、データがアイテムと等

しいかどうかを判定します 

この演算子は、データがアイテムと等

しくないかどうかを判定します 

この演算子は、データがアイテム以上

であるかどうかを判定します 

この演算子は、データがアイテムより

大きいかどうかを判定します 

この演算子は、特定の区切

り文字がテキスト文字列に

含まれるかどうかを判定し

ます 

この演算子は、特定の区切

り文字がテキスト文字列に

含まれないかどうかを判定

します 

値は、アイテムデータと比較されるデータです。

アイテムがS19で、その値がS19で、演算子が

equals（等しい）に設定されている場合、テスト

はPASSを生成します 

S19 
 

S19 PASS 

S18 
 

S19 FAIL 

 

ルールメニューからアクションを選択し、アクシ

ョンの種類を選択します。 

アクションに使用できるオブジェクトのリストは

次のとおりです。 

 

 

[リストを作成する] 

このオブジェクトは、アイテムのプロパティで設

定されたリストに基づいて一連のスライドを作成

します。このオブジェクトを使用するには、アイ

テムをリストとして設定する必要があります。 
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[プロトコルを実行する] 

このオブジェクトは、テストに合格（PASS）す

ると指定されたプロトコルを実行します。実行す

るプロトコルは、アクション内で設定する必要が

あります。このアクションを選択してバーコード

をスキャンすると、プロトコル内のスライドの数

が画面に自動的に入力されます。 

 

[アイテムを設定する] 

このオブジェクトは、テストに合格したときに

アイテムを特定の値に設定します。アイテムの

設定では、ルールの実行対象のアイテムを含む

特定の値に任意のアイテムを設定できます。設

定するアイテムと値は、ルールで定義する必要

があります。 

 

[区切り文字を設定する] 

このオブジェクトは、トランスレーターが使用し

ない区切り文字を使用してアイテムをさらに区切

ります。区切り文字インデックスは、区切り文字

に相対的なデータ位置です。つまり、最初の区切

り文字の前のデータは「0」で、最初のデリミタ

の後のデータは「1」です。設定するアイテムは

、データのコピー先のアイテムです。 

 

 

[アイテムの値をコピーする] 

このオブジェクトは、アイテムの値を別のアイテ

ムにコピーします。ユーザーは、コピーするアイ

テムを設定する必要があります。 

 

IsDelimitedとSetDelimitedを使用するルールは最

も複雑で、理解が難しいものです。これを明確に

するために、これらの使用方法の例を以下に示し

ます。 

例 

この例では、トランスレーターはすでに以下のデ

ータを変換するためにセットアップされてい 
ます。 

S19,12345,A,Liver;H&E 

トランスレーターはコンマのみを使用し、後で

IsDelimitedおよびSetDelimitedにセミコロンが使

用されます。 

新規ルールの作成 

1. トランスレーターメニューで、[アイテム

割り当て]ボタンを押します  

2. 設定されるルールのアイテムをハイライト

表示します  

3. [ルール]ボタンを押します  
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4. [ルール]メニューが表示されるので、[追加]
ボタンを押します  

 

5. ルール名を入力します  

6. [チェック]ボタンを押します  

 

7. 区切り文字 1 のルール用にメニューが表示

されます  

8. [テスト]ボタンを押します 

 

 

9. [テスト]メニューが表示されるので、[演算

子]ボタンを押します  

 

10. [操作]メニューが表示されるので、 
[isdelimited]オプションをハイライト表示し

ます  

11. [チェック]ボタンを押します  

 

12. [テスト]メニューが表示されるので、[値]ボ
タンを押します 
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13. 区切り文字を[値]ボックスに入力します 

14. [チェック]ボタンを押します  

 

15. [テスト]メニューが表示され、選択アイテ

ムが表示されるので、[チェック]ボタンを

押します  

 

16. [delimit1]メニューが表示されるので、[アク

ション]ボタンを押します 

 

 

17. [タイプ]ボタンを押します 

 

18. [選択したアクションタイプ]メニューが表

示されるので、区切り文字をの設定を選択

し 
ます  

19. [チェック]ボタンを押します  

 

20. [アクション]メニューが表示されます。上

矢印を 1 回押して、区切り文字インデック

スを「0」に設定します  

21. [設定するアイテム]ボタンを押します 
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22. [選択したアイテム]メニューが表示される

ので、[generic1]を選択します 

23. [チェック]ボタンを押します  

 

24. [delimit 1]メニューが表示されるので、[チ
ェック]ボタンを押します  

 

25. [ルール]メニューが表示されるので、[追加]
ボタンを押します 

 

 

26. [名前]メニューが表示されるので、ルール

名を入力します 

27. [チェック]ボタンを押します  

 

28. [delimit2]メニューが表示されるので、[テス

ト]ボタンを押します 

 

29. [テスト]メニューが表示されるので、[演算

子]ボタンを押します  
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30. [操作]メニューが表示されるので、 
isdelimited 演算子をハイライト表示します  

31. [チェック]ボタンを押します 

 

32. [テスト]メニューが表示されるので、[値]ボ
タンを押します 

 

33. [値]メニューが表示されるので、正しい区

切り文字を入力します  

34. [チェック]ボタンを押します  

 

 

35. [テスト]メニューが表示されるので、[チェ

ック]ボタンを押します 

 

36. [delimit 2]メニューが表示されるので、[ア
クション]ボタンを押します 

 

37. [アクション]メニューが表示されるので、[
入力]ボタンを押します  

 

 

  



SlideMate Pro 操作ガイド 第 3 版 79 

 

38. [選択したアクションタイプ]メニューが表

示されます。[区切り文字の設定]アクショ

ンタイプを選択します 

39. [チェック]ボタンを押します  

 

40. [アクション]メニューが表示されます。上

矢印を 2 回押して、区切り文字インデック

スを「1」に設定します  

41. [設定するアイテム]ボタンを押します 

 

42. [選択したアイテム]メニューが表示される

ので、[generic2 アイテム]を選択します  

43. [チェック]ボタンを押します  

 

 

44. [アクション]メニューが表示されるので、[
チェック]ボタンを押します 

 

45. [delimit 2]メニューが表示されるので、[チ
ェック]ボタンを押します 

 

46. [ルール]メニューが表示されるので、[チェ

ック]ボタンを押します  
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47. [データ割り当て]メニューが表示されるの

で、[ホーム]ボタンを押します 

 

 

 

 

  



SlideMate Pro 操作ガイド 第 3 版 81 

 

トラブルシューティング
 印字品質 
通常、印字品質の低下は、スライドの印字可能な

表面上の傷またはそこに付いた破片が原因で起こ

ります。最高の印字品質にするために、印字可能

な表面はスライドの幅全体で均一な厚さである必

要があり、滑らかで、コーティングにゴミやほこ

りが付いていない必要があります。 

スライド印字面の品質は印字品質を決定します。

スライド表面の品質が低い場合、設定を変更して

も印字品質は向上しません。 

トラブルシューティングを行うときは、問題のス

ライドを、高品質で一貫した印字結果が得られる

ことが分かっている別のスライドタイプと比較し

てください。 

スライドの種類が違う場合は、別の加熱設定が必

要な場合があります。可能な限り低い加熱設定を

使用することが重要です。 

品質の問題を診断するには、次の表を使用してく

ださい。 

 

 

エラー/状態 考えられる原因 

 

スマッジング（インキ擦れ）。

加熱温度が高すぎるか、印字ヘ

ッドのクリーニングが必要であ

ることを示しています。 

スマッジングが消えるまで加熱

設定を下げてみてください。ス

マッジングが消えない場合は、

印字ヘッドに破片が付着してお

り、スライド表面からの熱放散

が妨げられている可能性があり

ます。 

文字の濃さが違う部分。表面が

不均一または一貫していないた

めに起こります。低品質のスラ

イド、欠陥のあるスライド、ま

たは加熱印字非対応のスライド

（インクジェット）が原因であ

る可能性があります。 

加熱設定は調節しないでくだ 
さい。 

横線が引かれて文字が消える。

スライド上に小さな隆起がある

と、このエラーが発生します。

印字ヘッド全体が持ち上がり、

バンプの効果がバンプの左右に

拡張されます。スライドが低品

質であるか欠陥があることが原

因である可能性があります。 

または、テープが印字ヘッドに

引きずられていることが原因の

場合もあります。このエラーは

、加熱設定が高すぎることを示

している可能性があります。こ

のエラーが何度も発生する場合

は、加熱設定を減らしてくださ

い。 
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印字が消えた部分が無作為に生

じる（印字表面に傷は付いてい

ない）。印字表面が粗いとこの

エラーが発生します。低品質の

スライド、欠陥のあるスライド

、または加熱印字非対応のスラ

イド（インクジェット）が原因

である可能性があります。 

加熱設定は調節しないでくだ 
さい。 

複数の印字ミススポットがある

。スライド上に細かなホコリが

付着しているのが原因である可

能性があります。スライドをき

れいな状態にしてください。ス

ライドは常に青色のスライドカ

ートリッジに保存してください

。スライドを素手で触らないで

ください。スライドを青いカー

トリッジに挿入するまでは、シ

ュリンク包装からを取り出さな

いでください。 

縦線が引かれて文字が消える。

印字全体に縦線が通っているの

は、印字ヘッドの焼付ラインの

ほこりやごみが原因です。 

これがすべてのスライドで見ら

れる場合は、印字ヘッドのクリ

ーニングが必要かもしれません

。テープを取り外し、クリーニ

ング綿棒（部品番号***）でヘッ

ドをクリーニングします。 

クリーニング後も線が入る場合

は、印字ヘッドが損傷しており

、交換が必要です。 

印字が薄い。印字が一貫して薄い

のは、加熱が不十分であるか、サ

ーマル印字非対応のスライド（イ

ンクジェット）によって引き起こ

されます。加熱設定を増やすこと

で品質を改善することができる可

能性があります。 

 

 

縦線が引かれて文字が消える。

印字ヘッドを回路基板に接続す

るリボンケーブルの接続の故障

または不良が原因です。 

リボンケーブルを回路基板と印

字ヘッドのコネクタに静かに押

し込んでみてください。 

リボンケーブルを再接続して、

コネクタが完全に接続されてい

ることを確認してください。 

問題が解決しない場合は、リボン

ケーブルを交換してください。 

上記の解決方法を行う前に、プ

リンタの電源をオフにしてくだ

さい。 

印字/データが抜けている。印字

ヘッドを回路基板に接続するリ

ボンケーブルの接続の故障また

は不良が原因として考えられま

す。接続が正しくないと、この

状態になったり縦線が入ったり

する可能性があります。正しい

データがプリンタに送信されて

いない可能性もあるので、最初

に内容を確認してください。 

送信したデータと表示される画

像が正しいことを確認します。 

リボンケーブルを回路基板と印

字ヘッドのコネクタに静かに押

し込んでみてください。 

リボンケーブルを再接続して、

コネクタが完全に接続されてい

ることを確認してください。 

問題が解決しない場合は、リボン

ケーブルを交換してください。 

上記の解決方法を行う前に、プ

リンタの電源をオフにしてくだ

さい。 
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スライド要件 

フロストコーティングされたスライドを使用して

ください。フロストコーティングされた部分の長

さが20mmのものである必要があります。コーテ

ィングの厚さがスライドの幅全体で均一でなけれ

ばなりません。SlideMate Proスライドプリンタは

熱転写印刷技術を使用します。この印刷技術には

、インクジェット技術プリンタで使用されるスラ

イドと比較して、スライド表面のフロストコーテ

ィング仕上げと清潔度に関する厳しい基準が求め

られます。コーティングは滑らかで、ごみやほこ

りが含まれないようにする必要があります。そう

でない場合は、印字に欠陥が発生します。 

リボンの燃焼 – 考えられる原因 

• 加熱設定が高すぎます。 

• 「印刷品質のセットアップ」に従ってくださ

い。サニティチェックを通して高品質である

ことが分かっているスライドを使用してくだ

さい。 

• 取り付けた印字ヘッドに設定された抵抗力が

正しくありません  

• 印字ヘッドの抵抗力がプリンタ設定で入力し

たものと同じであることを確認し 
ます。 

• 印字ヘッドにごみが溜まっています  

• ヘッドがスライド面に接触していない場合、

スライド面が不均一であると、ローカルテー

プが焼け付く可能性があり 
ます。 

• 下の画像例では、片側の印字が薄く、その下

はテープが焼け付いています。これにより、

溶けたテープがヘッド部分に蓄積します。 

 

 

• 印字ヘッドがごみが付着したままスライドに

対して動くと、エアギャップが発生します。

熱がスライドに伝達せず、ヘッドが過熱しま

す。 

• リボンを取り出し、上下から印字ヘッドを点

検します。 

• 印字ヘッドがスライドと完全に接触していま

せん。 

• これは、印字ヘッドにごみが付いていること

が原因である可能性があります。また、この

状態ではスライドが詰まる可能性があります

。 

• これを回避するには、スライド回収ガイドに

スライドを 10 枚以上溜めておかないことが

重要です。 

• プリンタは回収ガイドのスライドの蓄積を検

出できません。プリンタから出てくるスライ

ドを検出します。 

• スライドのバックアップを許可すると、最終

的にスライドがプリンタから出るときに詰ま

りを引き起こすのを防ぎます。 

• スライドが印字機構から出ない場合、次のス

ライドが下のストッパーを通って落下し、印

字の位置が正しくなくなります。この状態で

は、印字ヘッドが空気中で印字され、リボン

が溶けたり破損したりする原因となります。 

 

• ヘッドのクリーニングが必要になるので、印

字ヘッドの修理プロセスに従う必要がありま

す。 
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印字ヘッドのクリーニング 
印字ヘッドのクリーニングは、リボンの交換毎ま

たは次のいずれかが発生した場合に行う必要があ

ります。 

• スライドの印字に汚れが見られる。 

• プリントリボンが焼き切れたり、リボンが上

下 逆 さ ま に 取 り 付 け ら れ た り し た 
場合。 

• 品質が以前に観察した水準と同じでない場合

、ほとんどの印字品質の問題はスライドの印

字面が原因です。考えられる原因を調べるに

は、最初に印字品質のトラブルシューティン

グを確認してください。 

印字ヘッドの表面を素手で触らないで

ください。 

 

印字リボンをプリンタから取り外します 

SlideMateクリーニングキット（部品番号

A83910008）から綿棒を取り出し、綿棒の端で

チューブを曲げて溶液を放出します。印字ヘッド

の印字面の端（印字ヘッドがスライドに接触する

部分）を綿棒でしっかりとこすります。残留物が

見えなくなるまでこの作業を数回行います。 

リボンを取り付ける前に、印字ヘッドを2分間乾

燥させます。 

 

 

印字ヘッドの修理プロセス 
印字ヘッドは、加熱設定が機能しないモードだと

スタックする可能性があります。これはヘッドの

過熱が原因で起こります。リボンが焼き付いた場

合は、次のプロセスを使用して印字ヘッドを修理

します。 

1. 印字ヘッドをクリーニングして、汚れがな

いようにします。 

2. テンプレートを選択し、加熱設定を可能な

限り低い設定に下げます。 

3. スライドを 3～4 枚印字します。 

4. 印字が薄くなるかもしれませんが、それは

気にせずに汚れの兆候がないか点検してく

ださい。 

5. 加熱設定を少し高めて、別のスライドセッ

トを印字します。 

6. 汚れの兆候がないか注意深く確認してくだ

さい。 

7. 汚れの兆候が見られない、良質の印字がで

きるまでこれを繰り返します。何らかの兆

候がある場合は熱を下げ、それでも問題が

持続する場合は再度ヘッドを掃除し、最初

から修理プロセスをやり直してください。 
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定期メンテナンス 
Eprediaスライドプリンタでは、以下の定期メン

テナンスを実行することが推奨されます。 

毎日のメンテナンス 

• スライドディスペンスホッパーにスライドを

入れます。 

• スライド供給システム、出口シュート、ユニ

ットの周囲にガラス片が付いていればブラシ

で掃除します。 

毎週のメンテナンス 

• タッチスクリーンを清掃します。プリンタの

電源をオフにして、柔らかい布にガラスクリ

ーナーを付けて拭いてください。 

• 残りの印字媒体の量を確認し、必要に応じて

交換します。 

年 1 回のメンテナンス 

• 機器ソフトウェアを確認して更新します（新

しいバージョンが利用可能な場合）。 

• スライドプリンタからメモリスティックに

xml ファイルを保存します。 

必要に応じて行う 

• リボンが何らかの理由で破損した場合は、

POPule 綿棒を使用して印字ヘッドをクリー

ニングしてください。 

• スライドプリンタの構成に変更を加えた場合

は、xml ファイルのバックアップコピーを作

成する必要があります。 

 

エラーメッセージ 
スライドプリンタは、標準のエラーメッセージを

使用して、スライドプリンタの操作時に予想され

る問題をユーザーに通知します。このメッセージ

は、スライドプリンタで問題が発生したことをユ

ーザーに警告し、修復と操作の継続をユーザーに

通知することを目的としています。エラーや状態

によっては、スライドプリンタまたはPCの電源

を入れ直す必要がある場合があります。 

リボンインデックスのエラー 

リボンの移動が失敗した場合（エンコーダは移動

を認識しません）、エラーが表示されます。 

[OK]ボタンを押すと、すべてのモーターがホーム

に戻り、使用者は印字を再開できます。 

エラーとして考えられる原因には以下のものがあ

ります。 

• プリンタのリボンが切れている 

• リボンが破損した 

• エンコーダホイールが停止している 

こうしたエラーが発生すると、通常は出力シュー

トに未印字のスライドが出てきます。 
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スライドの取り扱いのエラー 
  

スライドプリンタには、スライドが適切に挿入

および排出されたかどうかを判定するいくつか

の機能があります。プリンタメカニズム内の光

学センサーは、適切な種類のスライドと、スラ

イドが挿入されて出力シュートに正しく送られ

たことを識別します。複数ある光学センサーの

いずれかが正しい動きを検出しなかった場合、

エラーメッセージが表示されます。これらのメ

ッセージは通常、スライドの不良または欠陥を

示します。 

  

 

 

  

スライド入口の上部にある 2 つの光センサが、良質なスラ

イドプリンタに正しく挿入されたことを検知します。 
これらのセンサが検知するエラーには次のようなもの 
があります：Hopper Empty（ホッパーが空です）、 
Slide Loaded Up-side-down（スライドが上下逆に挿 
入されています）および Detection Failed（検知でき 
ません） 

スライド入口の下部にある 2 つの光センサが、良質なス

ライドがプリンタから正しく排出されたことを検知しま

す。これらのセンサが検知するエラーには次のようなも

のがあります：Slide Failed to Exit（スライドを排出でき

ません） 

スライド入力 

スライド入

力検知 

スライド印 

刷位置 

スライド出力

検知 

スライド出力 
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ホッパーが空であるというエラーが報
告される  

  

このエラーは以下の場合に発生します  

 

• スライドディスペンス ホッパーがスライド

をディスペンスするように動作したが、進

入を検知する光学センサーで何も検出され

なかった。 

 

考えられる原因  

• スライドディスペンス ホッパーにスライド

が入っていない。 
 

• 印字可能なタブのないスライドがディスペ

ンスされた。 
 

• 光学センサーが正しく機能していない  

• プリンタのスライド開口部に到達する前に

、スライドがディスペンスアームから落ち

ている。 

 

• スライドがディスペンスアームからプリン

タの開口部に落ちなかった。 
 

 

スライドが逆に積まれたため、エラー
が報告される！ 

  

このエラーは以下の場合に発生します  

 

• スライドの先端の直後にスライド印字パッ

ドが検出されたとき。 
 

考えられる原因  

• スライドが、印字パッドがホッパー前面に

ある状態でホッパーに取り付けられている

。 

 

• 本プリンタで使用できない、特殊なシルク

スクリーン印字のスライドが挿入されてい

る 

 

• 光学センサーが汚れている.  

• 光学センサーが正しく機能していない  
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検出に失敗したと報告されたエラー！ 
  

このエラーは以下の場合に発生します   

• スライド進入光学センサーがプリンタ内へ

の進入を検知するが、スライドが適切に挿

入されたかどうかは判定できない。 

 

考えられる原因  

• スライドの塗装面が薄い  

• スライドが破損している可能性がある  

• 本プリンタで使用できない、特殊なシルク

スクリーン印字のスライドが挿入されてい

る 

 

• 光学センサーが正しく機能していない  

 

スライドの排出が失敗したというエラ
ーが報告される！ 

  

このエラーは以下の場合に発生します  

 

• スライド出口光学センサーが印字の成功後

にプリンタから出るスライドを検出しない

場合。 

 

考えられる原因  

• リボンが印字ヘッドピンの周りを正しく通

っていない。 
 

• 高熱が原因でリボンが焼き付く  

• ワックスやガラスの破片がスライドの落下

を妨げている 
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ホッパーが詰まっているというエラー
が報告される 

  

このエラーは以下の場合に発生します  

 

• スライドディスペンス モーターがディスペ

ンスアセンブリを出し入れできない 
 

考えられる原因  

• 特定の種類のスライドで、スライド同士が

くっついている 
 

• ディスペンスホッパーがスライド供給シス

テムにしっかり装着されていない 
 

• スライドディスペンス モーターが破損して

いる 
 

 

OK]を押す前に、ホッパーまたは

シュートにスライドが詰まってい

ないか確認してください 
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印字品質が低い 

リボンは適切なものを 
使用し、正しく取り付け

ているか？ 

適切なリボン

を注文するか

正しく取り付

ける 

以下の指示に従う 
• 印字ヘッドをクリーニ

ングする 
• 加熱温度を低く 

調節する 

印字リボンに裂け目や 
破損があるか？ 

トラブルシューティング画像と考えられる原

因を参照し、解決方法を判断する。トラブル

シューティングガイドに解決方法が載ってい

るか？ 

大半のスライドの印字品

質が低いか？ 

テクニカルサポート

に問い合わせる 

問題は主にスライドに関連するものであり

、加熱設定を調節していない。品質の良い

種類のスライド使っている場合に、スライ

ドの印字は良好か？ 

完了 

いいえ 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

は

はい 

はい 

いいえ 
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トラブルシューティング表 

エラー/状態 考えられる原因 解決方法 

スイッチをオンにしても画

面が空白になる 
主電源リードが未接続にな

って 
いる 

主電源リードを機器に接続し、「操作を始

める」の手順を参照してください。 

主電源ソケットのスイッチ

がオンになっていない 
主電源ソケットのスイッチをオンにする 

主電源のヒューズが切れて

いる 
主電源リードアダプタのヒューズを変更す

る 

タッチスクリーンをタッチ

しても反応しない 
タッチスクリーンが故障し

ている可能性がある 
機器の電源をオフにしてリセットしてから

、再度オンにする。故障が続くようであれ

ば、Eprediaサービス部門に問い合わせる。 

機器がスライドに正しく印

字しない 
スライドが後部から前部に

挿入される可能性がある 
スライドが機器内に正しい位置で入ってい

るか確認する。 

リボンが切れている 「リボンの交換」セクションを参照して、

機器内のリボンを変更してください。 

リボンが正しく機器にセッ

トされていない可能性があ

る 

「リボンの交換」セクションを参照して、

機器内のリボンを一度取り出してからセッ

トし直す。 

印字ヘッドのクリーニング

の必要がある可能性がある 
「印字ヘッドのクリーニング」セクション

を参照して、機器内のプリントヘッドを掃

除する。 

スライドが機器内で詰まっ

ている 
使用が承認されていないス

ライドを使っている 
「付録A – 承認されているスライド」を参照

して、使用が承認されているスライドを使

っていることを確認 
する。 

リボンのセットが間違って

いる 
「リボンの交換」セクションを参照して、

機器内のリボンを一度取り出してからセッ

トし直す。 

スライド印字メカニズム内

に動作を妨げる物が詰まっ

ている可能性がある。 

慎重に障害物を取り除いてみる。 

 

 
問題がある場合は、お近くのEprediaサービス部門に問い合わせる。 
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アイコンの説明 

    

[情報] [フォルダ] [日付/時刻] [表示] 

    

[追跡プロパティ] [インターナショナル] [キーボード] [ネットワーク] 

    

[プリンタ] [データ] [ソフトウェア] [サウンド] 

    

[ユーザー] [アイテム] [オブジェクト] [テンプレート] 

 

   

[トランスレーター]    
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ボタンの説明 

    

[ホーム] [設定] [ごみ箱] [キャンセル/削除] 

    

[タブ] [上] [下] [確認] 

    

[編集] [追加] [シーケンス] [プロトコル] 

   

 

[アイテム] [テンプレート] [ルール]  
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プリンタの仕様 

寸法 
幅160mm x 奥行332mm x 高さ

408mm  

重量 7.1Kg（電源部品なしで計測） 

入力電圧 24V DC  

電流  1.5A  

印字解像度  300 dpi  

印字速度  
通常3～5秒（全領域を印字する

まで）  

スライド許容度  
76.0mm – 76.2mm x 25.55mm – 
26.00mm x 1.00mm – 1.20mm  

環境  

最大高度2,000m 

動作温度5°C～40°C 

推奨 

+15˚C ～ +30 ˚C（+59 ˚F ～ 
+86 ˚F） 

推奨される動作環境条件から外

れると、パフォーマンスが悪化

する可能性があります  

保管環境  
-25˚C ～ +45 ˚C（-13 ˚F ～  
113 ˚F）、短期間専用  

相対湿度  
最大 31°Cまで80%、RH 40°C
で50％RHまで直線的に減少  

汚染  レベル2 

過電圧カテゴリ  II 

 

 

消耗品およびアクセサリ 

説明  部品番号  

プリンタリボン A83910001 

電源アダプタ 

 

入力：100-240V～
1.1A、50-60Hz  

 

出力： 24V DC 1.5A  

A83920013 

主電源リード 
（英国）  

A83920012 

主電源リード（EU）  A83920011 

主電源リード 
（米国）  

A83920010 

主電源リード 
（中国）  

A83920057 

主電源リード 
（日本）  

A83920058 

印字ヘッドクリーニ

ングキット  
A83910008 

スライドディスペン

スホッパー  
A83910011 
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クリーニングとメンテナンス 

 SlideMate Proの推奨メンテンナススケジ

ュールは以下の通りです。 

毎日のメンテナンス 

注記 

ガラスの粉や破片から保護するために、次の作業

を行うときは保護具を着用してください。 

• 一日の作業終了時に、スライドプリンタの電

源を切ってから、左右のホッパーを取り外し

、クリーニング用のアルコール系クロスで 4
本のスライドスタックサポートピンを拭きま

す。 

• 一日の作業開始時に、スライドプリンタの電

源を入れます。 

• スライドディスペンスホッパーにスライドを

入れます。 

毎週のメンテナンス 

• SlideMate Pro の電源を切ってから、手でリ

ードスクリューを回してスライドシャトルを

左側に動かし、リードスクリューに付いてい

るガラスの破片を払い落します。ワックスが

蓄積している場合は、必ず除去してください

。通常、紙ウエスまたは糸くずの出ない 
布を使用してプリンタからワックスを拭き取

ります。 

• クリーニング用のアルコール系クロスで、シ

ャトルシステムの下にあるガラスの破片を拭

き取ります。 

• 手でリードスクリューを回してスライドシャ

トルを右側に動かし、クリーニング用のアル

コール系クロスで、シャトルシステムの下に

あるガラスの破片を拭き取ります。 

• タッチスクリーンをクリーニングします（電

源を切って、柔らかい布とガラス用洗剤で拭

く）。 

 

 

必要時 

• 何らかの理由でリボンが切れた場合、POPule
綿棒を使って印字ヘッドをクリーニングしま

す。 

• スライドプリンタ構成を変更する場合、xml
ファイルのバックアップコピーを作成する必

要があります。 
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付録 
付録 A – 承認済みのスライド 
説明 

接着スライド 

• Epredia Superfrost™ PLUS 

• Epredia Colorfrost™ PLUS 

• Epredia Superfrost™ Excell™ 

• Epredia Superfrost™ PLUS Gold 

• Epredia Polysine™ 

• Epredia Permafrost™ Economy 

非接着スライド 

• Epredia Superfrost™ 

• Epredia Colorfrost™ 

• Epredia Permafrost™ Economy 
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付録 B – Windows ドライバー
のセットアップ 
本スライドプリンタには、特別なラベルをデザイ

ンして印刷できるオンボードソフトウェアがイン

ストールされています。プリンタは、さまざまな

種類のファイルを受信することで、LISおよびそ

の他のソフトウェアシステムとインターフェイス

通信できます。 

最も一般的な接続方法は、Windowsドライバー内

のシステムに含まれています。他の種類のファイ

ルは、他のWindowsプリンタドライバーを使用し

て本プリンタに送信できます。通常、プリンタへ

のインターフェース通信は、画像ファイルまたは

テキストファイルを使用して実行されます。 

本プリンタは、スライドプリンタで必要なソフト

ウェアの介入なしに、すぐに画像ファイルを印字

します。本プリンタに送信されるテキストファイ

ルの使用には、スライドプリンタ内のトランスレ

ーターとテンプレートのセットアップが必要です

。上記の設定に関する情報は、「SlideMate Proプ
リンタ操作ガイド」に記載しています。 

Windows プリンタセットアッ
プ 
本スライドプリンタは、ラベルデザインプログラ

ムまたはLISシステムでデザインおよび作成した

ラベルを印字するようにセットアップすることが

できます。こうしたラベルは、ビットマップ画像

またはテキストとして設計し、プリンタに送信す

る必要があります。 

これらのラベルを印刷するプロセスは、

Windows®ドライバーを使用してコンピュータか

らデスクトッププリンタに印刷し、キューを管理

し、プリンタに画像またはテキストファイルを送

信するやり方に似ています。PCまたはサーバー

からプリンタへの接続は、USBまたはイーサネッ

ト接続で、Pyramid Innovation Ltd Windowsプリ

ンタドライバーを使用して自動的にセットアップ

および構成できます。 

本スライドプリンタのハードウェアはデジタル署

名されており、以下のMicrosoftWindows®オペレー

ティングシステムに対応します。Windows 7、
Windows 8、Windows 10（32ビット版および64ビ
ット版の両オペレーティングシステム）。使用さ

れる接続方法は、操作や機能に影響を与えません

。すべての印字操作は、USB接続またはイーサネ

ット接続を使用して実行できます。 

新しいWindowsプリンタのインストール方法は2
通りあります。 

Windows プリンタを手動でイ
ンストールする 
1. セットアップファイルを右クリックし、[

管理者として実行]を選択して、インスト

ールプロセスの指示に従います。 

2. インストールが完了したら、プリンタのプ

ロパティを開いて[印刷のテスト]を押し、1
つのスライドサンプルを本プリンタに送信

して印字してください。 

自動プリンタインストーラー

を使用する 
1. [デバイスとプリンタ]で、プリンタを追加

します。 

2. プリンタが一覧に表示されない場合は、[
プリンタが見つからない]ボタンを押しま

す。 

3. [手動設定でローカルプリンタまたはネッ

トワークプリンタを追加する]を選択し 
ます。 

4. 有効なプリンタ接続を選択します。 

a) イーサネットを使用している場合は、プ

リンタの IP アドレスが表示されなければ

、新規ポートを作成する必要がある場合

があります。 

5. [次へ]を押します。 

本プリンタが一覧に表示されない場合は、

[Windows Update]ボタンを押して、Microsoftのサ

イトで正しいドライバーを検索してください。 

更新には数分かかります。 
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6. 検索が完了したら、メーカーとプリンタモ

デルの一覧が表示されます。 

7. [メーカー]でメーカーを選択し、[プリンタ]
ウィンドウで正しいプリンタを選択します

。 

8. [現在のドライバーを交換する]を選択しま

す 

9. [次へ]を押します 

10. 必要に応じてプリンタ名を変更します 

11. [次へ]を押します 

12. 必要に応じて変更を加え、[次へ]を押しま

す 

13. 完了したら、[完了]を押します 

14. [デバイスとプリンタ]に移動します 

[FT000X USB 12C]アイコンを右クリックし

ます 

アイコンを表示するには、ケーブルをプリ

ンタに接続する必要があります。 

[プロパティとハードウェア]を選択し 
ます。 

15. [USB シリアルコンバータおよび詳細設定]
を選択します。 

[VCP の読み込み]チェックボックスがオン

になっていることを確認し、[OK]を選択し

ます。 

 

Windows ドライバーの構成 

Hot Folderをセットアップするには： 

1. [選択]を押します 

Windowsのフォルダの参照ウィンドウが表示され

るので、ファイルの転送に使用されるフォルダへ

の正しいパスを設定します。 

[OK]を押します。 

Hot Folderが設定されました。 
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Pyramid Innovation Ltd 

Windows ドライバーを使用し
て印字する 

イメージファイルの印字 

ドライバーはすべての画像ファイルの印字に使用

されます。これらの画像は、多くの種類のプログ

ラムで作成できます。これらの一部には、

Nicelabel、Zebra、Wasp Label Printingソフトウェ

アと多くのLISシステムが含まれます。 

Microsoft Wordなどのその他のプログラムは、情報

をプリンタへの送信に使用できます。これらのプ

ログラムはすべて、PI Windowsドライバーを介し

てラベルをスライドプリンタに送信できます。 

ドライバーをインストールしたら、Windowsプリ

ンタからの画像を受け入れるようにスライドプリ

ンタを設定する必要があります。 

1. [設定]ボタンを押します 

2. [構成]ボタンを押します 

3. [データ]ボタンを押します 

4. [インポート]ボタンを押します 

5. [PI プリンタドライバーのフォルダ]ボタン

を押します 

6. [Windows ビットマップ]ボタンを押し 
ます 

7. [チェック]ボタンを押します 

これで、プリンタはPCから画像を受け入れるこ

とができるようになります。画像ファイルを

Windowsプリンタに送信すると、スライドプリン

タの印字キューに表示されます。 

 

 

Zebraのフォーマットファイルを使用し

て印字する 

Windowsドライバーを使用して、Zebraのフォー

マットテキストファイルをスライドプリンタに送

信できます。これらのファイルには、スライドプ

リンタにトランスレーターとテンプレートを設定

する必要があります。 

スライドプリンタは、ファイルを受信すると、す

べての書式設定文字を削除し、テンプレートに印

刷するための標本IDデータを配信します。 

Windowsドライバー内のHot Folderも設定する必

要があります。このフォルダは、スライドが印字

されるように注文されるときにテキストファイル

が配置される場所です。これは、キャッシュフォ

ルダとも呼ばれます。 

ドライバーをインストールして構成したら、

Windowsプリンターからの画像を受信するように

スライドプリンタを設定する必要があります。 

1. [設定]ボタンを押します 

2. [構成]ボタンを押します 

3. [データ]ボタンを押します 

4. [インポート]ボタンを押します 

5. [プリンタドライバーのフォルダ]ボタンを

押します 

6. [Zebra]ボタンを押します 

7. [現在のテンプレートを使用]または[テンプ

レート]を選択します。 

[現在のテンプレートを使用する]が選択されてい

る場合、データのインポート時にアクティブなテ

ンプレートが使用されます。 
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[テンプレート]が選択されている場合、zebraファ

イルがプリンタに送信されるときにデフォルトで

使用されるテンプレートを選択できます。 

8. [テンプレート]ボタンを押します 

9. 使用するテンプレートを選択します 

10. [チェック]ボタンを押します 

11. [ホーム]ボタンを押します 

これで、プリンタはPCからZebraのフォーマット

ファイルを受信できるようになります。Zebraテ
キストファイルはHot Folderに保存する必要があ

ります。Windowsプリンタドライバーは、ファイ

ルをスライドプリンタに自動的に送信します。保

存すると、スライドプリンタの前面に表示されま

す。 

区切り文字テキストファイルを使用して

印字する 

ドライバーを使用して、区切り文字のテキスト形

式ファイルをスライドプリンタに送信できます。

これらのファイルには、スライドプリンタにトラ

ンスレーターとテンプレートを設定する必要があ

ります。スライドプリンタは、ファイルを受信す

ると、すべての書式設定文字を削除し、テンプレ

ートに印刷するためのサンプルデータを配信しま

す。 

Windowsドライバー内のHot Folderも設定する必

要があります。このフォルダは、スライドが印字

されるように注文されるときにテキストファイル

が配置される場所です。これは、キャッシュフォ

ルダとも呼ばれます。 

ドライバーをインストールして構成したら、

Windowsプリンターからの区切り文字テキスト形

式ファイルを受信するようにスライドプリンタを

設定する必要があります。 

1. [設定]ボタンを押します 

2. [構成]ボタンを押します 

3. [データ]ボタンを押します 

 

4. [インポート]ボタンを押します 

5. [PI プリンタドライバーのフォルダ]ボタン

を押します 

6. [区切り文字テキスト]ボタンを押します 

7. [現在のテンプレートを使用]または[テンプ

レート]を選択します。 

[現在のテンプレートを使用する]が選択されてい

る場合、データのインポート時にアクティブなテ

ンプレートが使用されます。 

[テンプレート]が選択されている場合、区切り文

字テキスト形式のファイルがプリンタに送信され

るときにデフォルトで使用されるテンプレートを

選択できます。 

1. [テンプレート]ボタンを押します 

2. 使用するテンプレートを選択します 

3. [チェック]ボタンを押します 

4. [ホーム]ボタンを押します 

これで、プリンタはPCから区切り文字テキスト

形式ファイルを受信できるようになります。テキ

ストファイルをHot Folderに送信すると、それが

スライドプリンタの前面に表示されます。 
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その他の Windows プリンタド
ライバーを使用して印字する 

Zebra のフォーマットファイルを使用し
て印字する 

スライドプリンタは、Zebra Windowsプリンタか

ら直接Zebra形式のテキストファイルを受信する

ように設定できます。これらのファイルには、ス

ライドプリンタにトランスレーターとテンプレー

トを設定する必要があります。 

スライドプリンタは、ファイルを受信すると、す

べての書式設定文字を削除し、テンプレートに印

刷するための標本IDデータを配信します。 

WindowsプリンタはZebraドライバーを使用して構

成する必要があります。このプロセスは本ガイド

では定義されていません。Windowsプリンタをセ

ットアップしたら、ファイルを受信できるように

スライドプリンタを設定する必要があります。 

1. [設定]ボタンを押します 

2. [構成]ボタンを押します 

3. [データ]ボタンを押します 

4. [インポート]ボタンを押します 

5. [その他のプリンタドライバー]ボタンを押

します 

6. [Zebra]ボタンを押します 

7. [現在のテンプレートを使用]または[テンプ

レート]を選択します。 

[現在のテンプレートを使用する]が選択されてい

る場合、データのインポート時にアクティブなテ

ンプレートが使用されます。 

[テンプレート]が選択されている場合、zebraファ

イルがプリンタに送信されるときにデフォルトで

使用されるテンプレートを選択できます。 

[チェック]ボタンを押します 

 

 

1. [テンプレート]ボタンを押します 

2. 使用するテンプレートを選択します 

3. [チェック]ボタンを押します 

4. [ホーム]ボタンを押します 

これで、プリンタはPCからZebraのフォーマット

ファイルを受信できるようになります。印刷ジョ

ブはZebra Windowsプリンタに送信され、スライ

ドプリンタ前面に表示されます。 

Zebra EPL 形式のファイルを使用して印
字する 

ドライバーを使用して、Zebra EPL形式ファイル

をスライドプリンタに直接送信できます。これら

のファイルには、スライドプリンタにトランスレ

ーターとテンプレートを設定する必要があり 
ます。 

スライドプリンタは、ファイルを受信すると、す

べての書式設定文字を削除し、テンプレートに印

刷するためのサンプルデータを配信します。印刷

ジョブはZebra Windowsプリンタに送信され、ス

ライドプリンタに直接表示されます。 

WindowsプリンタはZebraドライバーを使用して

構成する必要があります。このプロセスは本ガイ

ドでは定義されていません。Windowsプリンタを

セットアップしたら、ファイルを受信できるよう

にスライドプリンタを設定する必要があり 
ます。 

1. [設定]ボタンを押します 

2. [構成]ボタンを押します 

3. [データ]ボタンを押します 

4. [インポート]ボタンを押します 

5. [その他のプリンタドライバー]ボタンを押

します 

6. [Zebra EPL]ボタンを押します 
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これで、プリンタはPCからZebra EPLファイルを

受信できるようになります。Ｚｅbra EPL印刷ジ

ョブをZebra Windowsプリンタに送信すると、ス

ライドプリンタ前面にジョブが表示されます。 

SlideMate Images（LabWriter） 

このドライバーは、Epredia LabWriterソフトウェ

アで作成した印字イメージファイルに使用します

。LabWriterソフトウェアのインストールとセッ

トアップに関する情報については、お近くの

Epredia取扱店にお問い合わせください。 

LabWriterをインストールしたら、LabWriterイメ

ージを受信できるようにスライドプリンタを設定

する必要があります。 

1. [設定]ボタンを押します 

2. [構成]ボタンを押します 

3. [データ]ボタンを押します 

4. [インポート]ボタンを押します 

5. [その他のプリンタドライバー]ボタンを押

します 

6. [SlideMate]ボタンを押します 

7. [チェックボタン]を押します 

これで、プリンタはPCから画像を受け入れるこ

とができるようになります。LabWriterがイメー

ジを送信すると、スライドプリンタの前面に表示

されます。 
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